
-屯､.■
１－ニーーーーーー￣一.一・.…'．.‘．￣￣~.~－－－．.ロ!`､ﾆｰ…-い～~…-←－－－－－

算赫!'鰍：驍瀧罎鹸且蕊工１１－－－－－

東京都内縁産ヒトデ

AsrenasamuMms且ｓＬ泣1ｋ川につし
●

て、

第で報

(東水試出版物瓶刊８７号）

昭和２９年９月

東京都水産試験場



序

茶年頭初")らヨ耳'てか'ナ索京馴内湾活洋舗にヒトデ群孤釆殿し主要貝鎮漁場

'て甚大な彼書を与えた率'よ各方面に異常な劇化を呼び、一理ヒトデに劇する話

題が街に迩几その寒差る所逢知らなしｗ《態であった。そのヒトデ群も．票急駆

除事業の効も手値いゴ月末老境'て渓次に移動し'式じめ、現【i=の処、わづかに湾央

深謝'てしルん動乞読けて居るにすぎないが、芒の向当場はヒトデ群の劒飼'て賞つ

伺うから攻っ懇み駆除対策上の資料の調製｣てぁだったが、偶々車内湾において、

通類流占による藩誓按雲勤伴がぼっ発したため、勢い従事艇舅の勢力を二分とら
iriz、超人的の漿濡塾に蝉ﾛ今した。掌ぃiriii翠伴とも一応の解決'｡〔気だが．ヒトデ群

の璽襲の危険｡性は全く去ったものとは愚われないので、当湯としてはｦ|鏡いて譲

戒体制を解いておらない。

本回釆譲I』たヒトデ群はiiE釆毛生糊学釣分布|±示しておった炊．活岸錨まで大

挙来襲したこと'よ皆無で、また．他県においてもその華1ﾀﾞ'|ボない。雷にヒトデそ

のおの'てついても生糊学上、糟･に生鍵学上不明な翼ｶﾞﾐ霧く麺除jrj鏡上困難を蕊め

Ｍｉ、漸く芒れらの－舗について把握する雫が出未だ〃未だヒトデ群の動向と、

ヒトデそのもの'てついて．各般に１つだって鋭薑功死中であるボ、現在迄の記録を
速報することもまだ、，少なからざる意義水あ色ものと考え、ご川て本年７月求道

に当湯氷直溌、間接行って来た筆填を公表し各位の参考'て供する筆にした。

ご/の調査中、甑関騒方面は例諭の革、水産庁．東海区水産研究所．已本学術
句

会美．蒙京大学、東京ﾌk産大学、藍山犬学．王)''六学零各方面力、ら倒揖鑿、御ぺ

ん達種譲った。ごムに本報遂発千||するにあたり、それらの各方面'て対(Ｊ、深甚な

る謝蕊を表する沢才である。

昭和Ｚ〒年ヲ月

東京都ﾌﾟK産試験場長鈴木１慎
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’二の調査の経過概要について

鐡水研究記長西坂忠雄

全部浅海漁業課長佐々木瑛

罐租乙7年ヲ同以降索京湾沼澤に来襲しだヒトデの大群によって十紫へ東京、

禅系ﾉ)|習奉一艀の頁類養遁湯は大芝な被害乞う'ナ、その披筈喬越東京だけでも．

J〃〃万円余、十素．榔奈ﾉ１１をも合せれば３億数十万円'ての|至ると云われる。〃】

く短期園内に湾内浅葱義道場次欺濠な大枝書乞う'ナたことば稀らしく、そのため

広く各方遍の注視の的となった荻．どの原因として1コ来襲ヒトデ群永湛塚以上に

大差かつ陰ことＨ吾襲時期戒駆除作議琶はばむ鬚寒時期で温ったこと．更'てヒト

デ群荻波状的に系霧して差たこと等議多の要素を挙げるここボで差ろ水、てれと

同時'てヒトデ芒のものＬ生活夷及び生態1と閏する生物学工の基礎資料]て欠|ナてお

った讃も這過し得ない。今回来襲し色ヒトデAjZb'Zzd`zｸﾞ"`4,22,'2<zごりムノZZ;&z〃は

大津北方系のものとされておる水、鉈釆とも東京湾'てば生物学的に分布しており。

特に鼠五十業県活岸地瀞で多いと差にはjEF同ヰーゴク〃〆程度を肥料用として浦

獲しており．又東京劃創1ｚおいても折鋼等で髭捜したものを同様に利用Ｕておっ

た爪今回の様に浅通溥場|とまで大学来襲してきた剥がないのでi量健くな鮫らヒト

デの生態等については絵んど不明であった．更1と本浬の分布を孜ておる他の地方

においても生態等の観察記録求なく、従ってわれわれの参看となる穣な資料は皆

壌で妬つだ．

A・ﾋﾄﾃ勘本蠣出現と調査過程
我々が東京都内湾（畠)'|湾）で異常なヒトデ群を発見したのは作２万年／Ｄ弓

下旬である。当蒔本内湾で深記のアカガイ発生状況調査を行っておったA羽田

)中と三坂洲沖の－錨'てヒトデの異常群を認め、芒の分祇凄息鬘から虞接飽にア

カガイの蓋遁上の費戯となる危険性猛威いま左方水一夏類養遁湯に出現すれば

同按な状態に略るごとを危倶し嵐爆方画に通報した。然し江荻ら其の後之ゲ百周

肛のうらは大した勤芝がなく酊式だ．アヵガイピのものに対しても大差な披書を

与えながったよ、ドレツヂの鰭菓からふてヒトデ群は漸次遇岸部を指向1-ﾉてお

ろかの擬ｌＣ見受lすられた。その煩同"lら戎々ば瀞混貝類漁湯の波雲防止のため具

〔｜）



俸飼な方法について雪嵐したが．芝(ﾉあたつ石来襲蕊を盧巌駆除する以外'て技術愛
的の対策室樹て得な〃)つた。偶々／乙月上旬に十葉県浦蚕Ｍ１先の頁鎮護彊場;ｊＷｉ
ヒトデ群(てよって大波書を貫けだごと小らての詳紐な情報を入手したところ、篭

|乙牛築県溶岸員鎮護魑場が濃淡的に？弓以降采襲をうけておった拳を知った。蕊

スヲ年に入る浮本内湾のヒトデ群の勤芝は渤蝿灘となり浅鯛に雛あらわ麦
に至ったので．預業組合)とおいて自発餌Ｉｚ盧涛的の浦攪I蝶'て従事し授雪の蔓遮

防止に勢ﾌﾟ「し)た。燃しながら時期的Iとハンディ美マップが多く作業能力の舅小さ!：

橿竺の食雲をうiナだ幸Iま遺憾にたえない。たⅣ部の曙急対案の実栖lこよりＳ肘鳶

のギケ綱に…’余の鰍数重をあげcK産課鰍’ての波書筋上に多大ｉｉ
の朔果をもたらしたことは不奉ギの華といわな)ﾅねばならない。その後浅部の瞳

トデ寡は卒月'いるとともに漸次藻都'乙移動を開始０７月末現在iておいては霊
に湾央瓢に何いつ』ある様である。

以上ヒトデ群の消長と芒jzlZ封して行った我々の調査漉誓をのべた蝋その魔

ヒトデ群の動向を闘擬方面'と逮殼し封策上の資料とした以外'乙ほとんど不明露

あったヒトデの生物学蜘夢頃の把握|こつとめ、更に栩婆ビトテ群の利用につい電

鑿祠方面と共同研免Ｉ乙当り駆除ヒトデ群の有効胸利用化によって夏頚の蘓害窒罐＃
バーして業界の蓬馴噸を軽減'Uようと露画した。帥らの篭果駆除上不可霜

鋤乙生活史と生鑪の撫略州明して采ておりまだ利用万面についても今回の蕊

曇群に対して|さ時111m的'とづれ左差たしたなぼご目妥賦立ったことは大差な收護塗：
いわねばならないと富ｃろ。また今回のヒトデ来襲'て関しては氷達庁当蜀'てお囑
ても重大な劇ＩＣ芝寄せられ本年乙肩以降、東京．牛糞、檸奈〕11の／都Ｚ県を糾畿

し棚ﾋﾄｱ封鮒議会鋼筐して…対策…に津う各般の鍋…に１１
封し主導的役割毬察しており．まだ各都県も同一歩調でそれきねの分野1こおいご；

錨塞攻奨中であるので,X〕ず埒残差ねた藷固題の解決も遠くないと擢信するz隊蕊
を

ある．■；

8本調査の効果についてｉ
ヒトデ来襲以禾李年７月末までの調査篭系については本報旨書のⅡ及びⅢに籍

犬担当着色で詳細穀告してあるので御書i翼願いだい。特にⅢ)て掴げた譲告ば溺義

鯛農林≦善纐逢課肥料鉦及び壬'''六学の御厚意によるものでご‘'て深謝す電
畑である．それらの調査]てよって次才'て躯除及び湘上の重要な孝廊判明壜
っ、ｉｉｗＫ、移凱食薑状況から本種の標蒐適水温は大俸/6｡ご以下であろう零

（２）

：



私が涯禦された。ヱオｚは勿論現場親祭から得た孝填であるが担当重〉滉菫jrZてよい
夢乙電われる次、未だ資料の不足から今后の調豊に待つ前ボク＜ないし、まだ鐸
墓適７K温の麺囲は不明である，また移動動拒に当って'よ葡罰以外1と浮遊する場合
がある。

これも駆除対案上重視すべ差ごとム園われる水如何なる場合に淳源するかボ鞘１

１JＨしておらない。蓮卵'て関する孝墳については従系不ﾖ月で括ったが六年Ｚ～卓再
の期間に行わ』ｌＺることボ判明しだが土建の生糊掌tK]叢'１，形埒寿命'て関してば目下
の処．調査過程上にあるので今後|乙俟ちだハたLP本種ば腕足の芭裁、翼生き容
易に行うらしく探集標本中)乙舵足再生中のものが栢当多く現われている．萬生重
慶|てつ(,､ては不眠である求適氷温中'ておいて猛烈な生活汀を有するものとして注
目也ねばならない６また食性についても薮一hH,種の貝類撞浦食しており、特に選
択性'よ認めらねない蒙である。また貝類以外1乙蓮鞄に〃いった惠類蓬も犯し顔畠
価値をなくしておるが、斯穣な零鋼灘叢'てまで影響を及ぼしておることを認識せ
ねばならない。ヒトデの利用に関しては特に王】''六掌玖授多田靖次轡上、同助
敷墳中山大樹底の研兇の篭果、極めて有益な瓜連方法によってヒトニデiの含有々
効成分の飼料化に戒刺したここはヒトデ駆除対蒙上重要なポイントを画するもの
として座視すべ差で括り、今後の研晃成果に期待乏かける処が多い。

Ｏ今後の対策
薊血した濠'て．ヒトデ1ｚ対する研晃は東京、津奈川、＋業の／罰ｚ県の共通問

題として水産庁の主導の元'て大差く取Ｏあ'ずらjrzる)て至ったので、我々も淡議会
暹通じ各県と語機なｺﾞﾖ繋乞と、、従来行って差た研究の昇遂廷翻したい。元乗ヒ
トデに閏する生籾学上の事項はほとんど未解未知の領域|Ｌ属し、勤学の各分野ｵ）
らみて興味を芒Ａろ同邇jOWごぷる多い濠である灰、水産上からJ；(て、Ｍ）躯

旋法の確立くぷ）それが解決の基となる生態生浅夷の兎H月と（Ｃ）璽除し
におのの完全利用の三つの早期鰯炭を望まれる。我々はヒトデ来襲以来Ｍ、と

（Ｃ）の頂について全力を傾注し、その一部分1てついてはほ貨百標'て達し、また

ての池の部分'てついても時の径週Ｚ共に解次これる見蓬レボク＜ない。もと論両

事項について更'て詳細検討すべ差美は予々猛り、今乞庚議会を適し共同研究の体

制を更に漢化し研児事項の解鍋|乙努力したい爪特'てくう）生態、生)i亘吏の究明
によって菊極Lの目標で括るご几）駆除法|とついて適切な方去余見出されると蟹富

するしまたどうあらねばﾌﾟK産上の研晃の完i2mLとは云い水たい。然しなぶらその
（３）



簿決には粗当の函Ｉ鍵嵯荻模i=わっておる巌ZSある・
びり

（４）
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1．緒三

頭j宗害に宣く刀'皇ヒトデカ<楼亀していたこと'よ．蚊（／９／ど）、平坂（

／９ﾉｹﾉ等ＩＣよって知られて居り＿醤ｌＣ牧感、蒙富、J窪造斧'二塵し、楡して
富要沿岸より干葉臺下の)凸岸に多く発生し其の害も墓だし-Lと論じて’｜ろ。最
近で1さ乗京都地元の書興部にzjsけるヒトデの合缶這LL|臼、鈴木、強員署、（

／艸之）々ＩｉＷ(定|こより示員』行左使爵し遷内≦町蓬／晴嵐雷行した結果、ＩＩｌ胸
羽田」霊''１，語読沖では橘（ノ○個LA下）大蕊泙（薄流戚）ては露（／００個
Ｌ１Ｕﾆﾐｰ無数）と報量していき。またｺﾞ(産研尭会の索京畜生重力調査の際Iぐ（
／９ユヶノ千藻壗沿諄の維罵業としてヒトデ坂ワロＷうL,ＣＯＯ鬘(｣ﾉ感獲逗あげ､て

（｜ろＱｚＵ〈､記録芝L蛇てｌｌろ。堂贋は肥料不足の際で括って幻,ﾉｇＳＤ農n値縞で取
引き乏托たらし▲霞京都羽田の底受搬でも昭和ＺＳ茸ＩＣ集荷芝XZたこＺがあっ

た。また卿zS年ＩＣ成羨京遥繍調豊|ご際し窒壹等阯人ﾗ.書画幻I趣舅
※本種の同E道ＩＣついては舅LL↓大学理学音i倣授、畝濤±之迄慣わした。杢謹の分

類蒙鏑戊賢及び分布|立沢の御である。ＤｉｖｉｓｉｏＥｃん川ocLer川，ＣＬａｓｓ－

ｊＳ月sにro/､(Ｌａ，ＯＭＣ戸orc//･仏Ｌａ６ａＦａﾇﾙ/`/ａ化亡eﾉ/y､/7Ｍｅ，

ＳＬＤﾃﾞﾕ汎/し/ａ／9ｓ６ｅＷ/順ｅ，Ｇｅ７Ｍ"ｓ／Ｍｅ′/ａｓ，Ｓ/･ｅｃ/ａｓ
／9ｓｂｅｒ／ａＳａ〃Ｍ,ﾉ/ｃ７ｚｓ／ｓんｕＺ６〆已〃。

本３重は：i上大平洋一害に多く分布Ｕ本箱では、樺太、千農、ｉ1.海遣刀,ら本廿｜
ｉｔ甑に普通である。日本海側では～菖山警刀)ら箸狭窪、太平洋箒Ｅ１さ、相模豊

刀)ら挺伊半臺迄電瞭として（)ろ。純蚕巨干潮緯刀1と／ｓｏ仇にむけて棲屯。
（５）



臘岸露□)蓬認種行った隙に薪く:のヒトデ１重熟篭いこ〃

迄｡)獄にして夕側水；霊(，餓酋了｢正憾溌》Z､其勤臥IjiliMづ庭に辻皇（妬己堰ﾉ雲の穰

亀蓮亀Ｅ獅・である。また鐙!］1T茜は蓑L塾(ｹ)千週に続に塔這這#ZろZK呈屡て竺i蒙誓や
箪憲等の注選迄ひ▲二連ぱばととんと鬼1Ⅲ縦態７２ijあつだ．
４今回(の謙京罰燭:選(1)ヒトデの家護と、貫墳蜜義1二i妬たえ足･多大79且溌菫|こよっ

Ｚ、はじめと造の分布Ｚ鰯動力↑、菫大怠闘'こ手とほった。Ｅまだま、ア刀ガイ
⑩大竃{主錘z,ＡＰに麓貫の移碩|ご閏しとＺ舌箕／０目に豊屑部の調窒蓬した際|己計
とずも、ヒトデの大群種湾内Ｉ!§JiiT'二発蔓し｣とのＪｉ宣賎性芭損潤した飢蒙してて

の後、二F習工に犬挙設襲し貝填互食書しばじめﾉﾆ:のこおる。ｉｉ濁後、漕囚畳而に

おける分衙i状況とJ萎勤につ（)て、混在家を輿転じてこ天.こ(ｉろ刀〈、ＱＬＩご底又夛

雰ノロ牙へＺ９野'7局宝どの／０ヶ員同の託綴区掲|デだづ

2.調査方法

露且／ＵＺ回動刀舩℃、丼1台溌銅ロボ員栢、過芦蔑航石な初期に庫／７７z亀

刀デラート彊用１１後'二カ千桁重用(）て、麺料逗蕊:髪した。船の逮幻と毫行爵圃
よワ調査面積暹薑塾し、」>f:j富し7E二ヒトデ個懲数jq1ら／仇Ｚ当りの棲息舅迄貴出

し迄。調萱砿の逮力／甑、浸行匿閏漂則Ｚして／○分１差q、（状況により短寵す
、劃量会tﾉある）志､貞桁のロ愛、三尺ヨゴ、刀午術の口至、Ｚ又ラゴ。

ろ.調宣噸

冥等の刀〕１Ｍ護iＺ示すＺ、：Ｉ表／（CLL9L）、剛喪乙（ルーご）反ぴ、釧図／ぃ

Ｚ（ルヘど）の如く|こ怠る。

（α）初期藻部調査

Ｈ召迩Ｊｚ庁笄／ｏ弓エヨ／夕例警深糠に造う操員'１|沖より船橋濤錆沖一篭暹援（
；裳するア刀かイ桁'二つ(1て６地美調査した結果、ヒトデは全く分缶して（)怠力)Ｌ
っだ。Ｚオ昇／０周下司（α表へ‘し図）に／０刎等選擬|･没う鎚鱈一羽田沖誓囚
／Ｚ迫莫左調量したところ、依然千蕩工|ご泣分編し互刀１つ之力くわず力に～江芹
１１１河口へ尋の富沖合ＩＣＺ，へ牟個（／仇Ｚ平均ＤＪ３個）の分布迄尿し、燈台■

船ではノ／庁個（／純ヱグ､３１画）、ヨニ墓臭沖匡亘／,６９，１園（／脚ニユＪ掴）
の分稲蓬示し、山周、鎖水、漉眞薯の昭和/ﾉｱ昇堂噴ｏ分布と不思議に一致す
る。船橋;中でロァ幻灯.ｲﾛﾄﾞ大発生して')を刀〈、溌雪直尾らrL7Lji力'っ左。せ]zよ
りノヴ月後'二掴田川二瀞繼乱醤西、三旗洲を亘Ｚワー自後に移動家蕊した。

（ｂ）羽田洲翠１重

（６）



Ｚ９年ノ目上罰（-ご蓑、プ畑）に翻田制よげ地鍵琶調蔓し之。家鑿したヒト

デｕ／薯、Ｚ亀蔓義ごＺ緒,j<』童慧｣#<験ＩＣ綴亀し盾i逆ＩＣおけるヒトデ数宜／派

９３－３i風平瑁ヨラ画(，多数重示した。芸噴、園_嬉慢蕊本圃（篭区）害も漢

場|司抓,)波害重うけてⅢろ。兼護j己J３ｺjii底三夢万例ヱ（９蔵ａ万坪）に達し同地

区のヒト蝋惠謝/耐鴬少三個として９〃乃個〔ノｓ乃峯)力i鰯芝
7L,廷。ての後、Ｚ目中司にばヒトデ樗惠区風力↑巧署へＳ署墓臭に紺／哩通造し

た.上上の閏lつば漁業組合量による蕊除力<、苔千行ばれたや

ｓ肩下司、都薑による駆除刀｢、己冒／９日より開蛤されたの直、陶始菖後Ｚ

終了謄左上上鞍すれ'式、闇姶直後（cZ喪、ｑｄ図）同目ＺＺ曰庁遣臭におけるＺ暑

一／暑墓美浸ぴ、造の周辺では、ヒトデ数ノ／９９－万クラ掴（／仇Ｚ学'５－

３､孕個平均３『侭）だある。終可賭（ご表、ど図）同弓Ｚ９日の／芋飽浸ごば

ての内ざ堤には全くヒトデカ<、出現し懲Z)１つ足。９１世美におけるヒトデ数画一

／タＺ岡へ７個平均祭ヨ週（/肌星,ｺﾞﾉｱｰﾛ､,Ｚ、平均○､／６個）Ｚ著しノ

ヘ減少した。一方、この麿顛|ご漣ヒトデの露小型Z7f、掴田の千雪斜面において、

:掴めて薬皇達孔､,猿ヒトデの護生逗腱認するに至った。三目／９白一へｓ０Ｅｌ

の周の駆除IiE業'二よるヒトデの捕獲牧感、水産課の蒙計に』。Zぱ゛９ａ○万個

（／孕石〆）であるから、当初の橇惠曇９万○万個（ノｓ乃〆）刀|畠駆除数量

這差引いて量るとタヨ石個（／万〆）の残唇戦力{出ろ。（讃／参照）

、表ノ

哲邑ﾖﾅﾆﾐ弓 旱ｑｈＬＬＬＳｑﾘニヨ

関Ⅸ照
dE1楓；４薔襲量‘耐

〃鯛！;1ＶＵｌＬＷＷ烈棚！ZlZ1田；９Ｊ □

９０

芋目下司（３表、９Ｍ）は、干習斜面全樺に亘ってＺ／地実行つを。この四

７旭毫'｡〔全ムヒトヂの出現逗尾怠刀,った。芒の他の／“地異におけるﾋﾄﾆﾃｱ数

|立／オヨー７個、平均ざノ酒（／汎ｚａ７－００３１園平均Ｏ､／９個〉で、

王としてｚ一三書墓昊洋上穐多Ⅱ合舷示した｡弱豊遡'懸万岬
(３００万坪）におけるヒトデ激|さ／Ｓ○万個（ずＺ夕○賞）と怠る。

=-.------＝_----------=--."---.---------－．-----ｓ二一.一弐｣二一一-二-------ﾐｰｰｰｰﾆｰｰﾆｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ

※ヒトデ総個数左／個体７５Ｗご蔦出し迄。以下繕息臺巨闘加石法による。

※※Ｚ９耳午冨ＺＺ日羽B圃荊の各調Z窒地美乏一厘厘1の代表値として、出現し

たヒトデ数'二一厘国'芋庁挙石"Z乙左兼ロ算｡ｄしを。調萱面積は／／'7z了〃(三〃碑）

（７）



羽田伽こ７１)けるヒトヂツコ巳倉ｉ１鬮讃／〃(ら:丸乙も大師嫡区除芭孔乙ものＺＬ員ら

『ｔａｚＩｊ<・残喜ヒトデ嵐羽田対に澱,鐘し怠}旧午;写斜面刀)凸沖合‐、移動して、沖

合･のヒトデ群Ｚ合流し左ものＺ鍵竃芝『Zろ。一万雄ヒトデも次才'二増加した／

地実字９地塁Ｉご鋤現し、ヨ暑墓笑沖反ぴ、亙署蔓臭;中'二審へ、雄ヒトデ数万ｓ

－３個、平均Ｚ示個（／汎二，ａＺ－へ，､α／個平均Z)、／／１画）ご／／ケ万

"ハヨ００万坪)雌ﾋﾄﾃﾞ棲息凱川乃個,二達する雰
互目中司－６月下司⑪チ麦ｚ)多図）'二三香ノデ地臭の調資己な、千鷺

上及び、干簿斜面口養然として鋸ヒトデ及び、雄ヒトデiTi、わづ力)ながら溝暮

している肌王群は沖合へ移動してしまった。

（Ｃ）葛西、三枚洲調宣

／０眉下司|こは示直出現しばl)カド、当時、；中合の７１t深７〃乙繕ｌＱ１立豊千の

ヒトデ氷分詞してｌ)た。て汎架０Ｚけ昌俊、／Ｚ呂下匂)二底蕊西二枚洲_ヒヒヨミ

蕊し／スーヘ／Ｓ署皇室より陸倒／Ｄ０７７Ｚ迄分稲し、従って員類保護水i鬼、苗己

ｊＺ）も綴喜老うけている。

Ｚ目中国〔ｃ図、Ｃ表）に三枚汁i)司辺Ｚ／仇ＺのガデラーlE､で、了地莫、ズゴ

キ'桁喜用いて己埴莞暹調萱しだ。ガデラー|ご仁掠れば/加Ｚのヒトデ祷息数は

“６－￥掴、平均／仇Ｚ掴、灯千桁に種１１２ぱ、棲亀牧トラLざＺ－９夕乙週

平均／／３斤値（／沈夏棲息数sr､夕之－３ケ／週ｋ平均旱､Ｚ９個）と煙る．

来襲区域亘LL７万汎二（／之／万坪）|ご達し|司地区のヒトデ樗亀数|工／仇Ｚ蒙

少梨個として／６００百個（Ｚ孝司言）刀『蛙箪置jZだ。その後、Ｚ目下国には

ｷﾒ臺絲二霊譲緒川懇に川里止進した｡この胤鍋業口書による着■
羽田洲と|司赫1ニヨ目／９巳－３０日に三って、節費助粛の駆除１乍議ﾆﾉiバ行は

ＭＺＫｊｉ菫譲の集計)二よると駆除数量底、約９万誉（夕９'7万個）と亙る。葛西

｜ごお1する当河の棲息曇1丸約Ｚ辛万萱（／タアヨ乃個）であるZ]'ら、駆除数量

屋差弓'4と、賀存ヒトデ#ilz巨、約/西臺墓:鱒。（表z参照＞
くず/アダ７才卿)’

－－士■､西平△…ｗい～…ｗｃｗいげ－…句心円■矧坤■Ｗ駒一＄■巾呵－゜･『｡ご可幽A内的A～品ＵｗＷｎや門U宙nＡい’穴v洗尚ＬＷ胡R円い“、ﾊﾊｗｂ湖苧ｖＷいP-U抽口\”倹写￣陣､品へ￣弾一③円■い”ＷＷ■■Ｗ由勾■￣ｻﾞペー可Ｗいい￣￣印灯■函■ロ■印可⑭牌ＷＷ■幻■■Ｐ￣…

※ヒトデ|《緯寶牧迄／個煉/Ｓ虹としin徳抜き一翼出した。」､入下駆除鬘宜1司菰万透■

蓮とった。

※※当晴葛西勇陽の業雪水､、蓬田の肥鴨用とすろ左め／０隻の船きく｢)出し採
彌していた。

（８）



蓑乙

閏Ⅸ

駆除蕊Ijiiif醤

０００ｲロｌｉＷＷｂ Ｗ｢｜肌ｚｌ/ｂ１１１

、 □

ｚ９年胴中司（癌、綱）に識違煽の葛西三枚洲主'()導流に至る、
宜沈等孫緑に沿った／夕爬聴美の調豊蓬行った帆ヒト･デ域全人出現し怠力)っ之

地曇はノヨ地憂ご・わづ刀,に／○塁抑ＩＣ親ヒトデy]<ｚ値（／'加えＤＪ()示個）

｛汀台朏ご椎ヒトデ６個（／沈二。､０ｚ個）刀〈霜皀這jrしただけで記ろ。した刀(っ

て、葛西三瓶洲は'切論、震奥甑の貝類鴬湯には始んｚ分稲しな()て、沖合溌部

に移動したものと蛙題逼70己。

」､人上の鰭蒙より､憲三のとお'i)－割‘費によっzwzizl田、反ぴ葛西の甑険力〈

行”rz当初の兼襲数の夕９，６％、約／ざヨ０万個（Ｚヨ石〆Ｍ１<捕獲善孤薩

上に投鑿葦jizた．し幻Fﾋﾉ爽盲ミヒトデ､嵐、氷/E:、／０ｓ、万i園（ノケ石寳Ｍ１Fあ

る刀１，葛西てＰＩ室全く沖合に移動してヒトデ､感筧らjzず、'''12'田において、ねづ力’

に千;写斜面'ご樗這している状態亘､筋'〕てれでｉｚ沖合濡師】ご移動した｡旗赫霞）

７目上酉、葛西一尋流股（だ蓑、允図）蓬庁地葵調蔓しﾇｰ・ヒトデ出現廻
亜

皇,式６晏石、上)､子数ｗＯｚ－ヘヨ(園、平ti:J｣ｗ(圏（／〃記０３庁－０〃川

平均cLz看て５仇署>鵬に澄弓９暑一／/雪基嚢沖に最も諺＜葛西／Ｓ鍬

にわづ力,仁棲1這這蔓た゜出現こ'、〒数は:護．功ヒト〒夢jfJ<多く覇ヒトデ'弓､八１．’

二児らヒトデ群区LIL目中'葛'Ｃ威分矩しｊＬｎ１ごとよい蜜甑よ'）5W１審渓祷に多少

の移動ｶｾﾞ行わ】'Z之ものＺ藷九も舵呑。

表ヨ

駆除朕冴

フム＝＝

鰍I1ililﾀ'ＭＷ鰯)lW1梁川皿/DjlJ ０田
9回⑪ノイィＰ

(。,）漂部雷調査

午目下可部囚電沖合Ｍ表、九画）におけろⅣ辿葵の調窒で'よヒトデ

|さ／ヨ炮浸にttl現し芒の数|さぶぢ－Ｚ掴、平均ＺＳ掴（／伽之棲趨蝋Z)､ノワ

ーヘ。Ｊ０６個平均０，６)ワユ侭）てある。分布は／（）ＷＺ等深糠に鑑も秒〈、

多摩|'|河口沖合反Zノド、瀞の豊一へ拙橘沖に震讃で雪外懸部'二少越Ⅵ。ヒトデ凝
（９）



蓬区鐵感ノヨ彦００万・脚二Ｗ(DＭ（)弓坪）ご繕學iii数|さ９似了巧個（ノ３６巧
慧》1匡遵iiii鋤鮒,,芝護ったい柵薄鮒中金、'豐鋤散しとものz奮
え.!ごそＭ急。‐一浩蝋'二卜千.‘(猟繼鷺祁〉偽Cl〔)感、調閏沖、；薯中喫甑魔iDI?、Ｈ１色拙暇

※※

,X)／ｉＭｌ/薯騨蝋に藩うilg藥石辻の紋も極めてり）低い｡へ

１７鰯下､軍Ｌ罰油蕩沖合（ご蓑Ｋ２図）重斗團廷同一地異に-ついて／６廻曇の

iiXEi璽誓行った。ヒトデ蛍現iju美江／ざ地莫ご‘ヒトデ1鍾莨‘６－、Ｚ個一平均

／芋個（／蜘異繕･亀駮感αＺ／－（)､○ロ６個、平均△０ヶ掴）で〃〃万坪

())ヒトヲ鮓数感ダ９ケ石i国（示弘万賞）ご‘４弓下司の震急数のｓ６％減と怠っ

ていろ。

Ｃルう(J)ヒトデの分布重ユヨＺ比較Ｔ〃感．個憾教壇加地夷はと曇、減〈,い遡

輿は６曇〆唾化しな'）地曇感Ｚ異己、瀞璽ＥＩＩ|河口沖合と鋼田沖（Ｓｔ、／､Ｚ）で

|主遥〃､し遭外灘禰Lj(尋'｣Ｍ)鱈加はあるが少４，／０鯏箏療線に魁ﾗｴﾆ`''１河口

沖一へ雛糖沖（５６ユーヲ）にX篝ＬＡ鐡少して（）ろ。誓渥P宍部（５ｔ、／Ｚ．

／３）の／，jﾂZ等溌緑も園１１Ｍ､〈反対に聖興部J~’72零;霞線の沖合（Ｓヒハ／０，

／／＃）刀<遵加し庭。この事は篭の７自工匂|ご震画一薯荒甑向の調豊と農△

一致しビトデ騨刀1溌郊より蕩両パヘ尋少の弼動迄行って（｜ろものＺＬ看えら7Zろ。

以上ご談襲ヒトデ群の率尋ケ目末迄の去家蓬、撫畷超介したいカヤ、当局では

引瀧差ｊｒ員｣ﾒ/隅塗埼面CD研･霜蝋闘廷選繋蓬糧iちつ＞、鋭意〈調豊中をおる”

葱お゛前述０)刎人、ヒトデ､の諜襲|ごよ「)、都'3〔緊急撞圏として、ヒトデ駆隙に
ついて助成蓬行う進x(造ﾂﾞz害ひ)欧采は､…水産慧調蔓ｉＣよれば斑のとおりごある。

廓除導叢雲施殻児（／－Ｚ目に豊熟棋組な自主頭上行ったもの）！’湖調一
一糒臺一帯蕊岬一〃
》「錦ｉ疵
肌婁川一，、一加’

』｜坐卉一抑一半｜
》一毎【一一局一

巳ｏｆ▼▲o･一切.．-珀点p〆--.10■ご由“●ＲＡＷ￣Ｗ甲凸〃■いい串酵■”公〃曲午由A⑪串一D-QqP■￣中弔nRA内･ＡＡＰ●市や｡●ｗ小AP￣~ザ･'八勺｡￣ｸA毎面挿一…￣■津“､朝■ぬh話‐へ｡O､月内･■Ａ八口｡▲A凸角や戸状020句凶か｡■oqmUW灯､前⑪幻～ＷＷＷ■“Ａｕ⑰■￣､｡■Ａ好ＷＵｗ￣￣･咄砧先､砲Lbqや凶公公丹的A几瞬qPAAAn■､ロハ
〆

※Ｚ９葺くLL目Ｚ之臼の都剰湾沖合の醤調蕊地美迄一区画の代表u量Ｚして鎖現し
たi一卜孑嚇lご－Ｋ国|の面涜９Ｚ６石例兵董爽じた、鬘出した調窒総面積/３〃０

ジン

※Ｚ９葺くLL目Ｚ之臼の都剰湾沖合の醤調蕊地美迄一区画の代表u量Ｚして鎖現し
たヒトデ数に一Ｋ国|の面積９Ｚ６石例兵董爽じた、鬘出した調窒総面積/３〃ｃ

石沈三（３９００百坪）

※※÷?了i員祐の網目刀↑／寸Ｚ分で妬るた跡'二、雄ヒトデへは網昌より脱茎したもの

もあるのど,漣ヒトデ､の分布護立論じ得な１１Ｚ患１，ｶｍ言。
（'０）
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また、駆鹸1乍蒙感、刀二F桁、員術（以上賞iirzbl穣圏）、釘鋼綱（嵐刀刺用）、

／ソ術、ヤス、チヤヴ（人刀による）刀ｉｆ使囲誓れたﾉ！]ii■繍霊区域の広`賞?､圏僑

｣二、灯午術による君送力１－霞効雲鯛で筋つと。

駆隙漁員の略図巨則図３に武-す如く石泌ろ。

４摘要

q,）昭和之万尋／、目一へＺ９琴７百迄の／０斤目)軋霞京都内豐における

ヒトデの分詣と瀞劃|ごつ（)て述べた｡。

□）はじめてヒトデ､の大群迩鑓蔓したの広Ｚ庁笄／０目下国1二閤麗因･部のWEJ

台拙、羽田沖-ご麩ろ。どの街／Ｔ目だって羽田訓'二騨鋤し、葛西三枚洲二ば

Ｚゲ目撹に移動采蕊した。

鰯)ﾖﾕ／弓|ごおけるｼか栢醸震ば／7i沁乙９ヨーョ1国、平均ＳＦ掴で孟籟区

域煙ヨア石77z為（７丁３百坪），ﾙ加二３個ご換霞すれ'式ヒトヲ蝋は/毎万麓

（９７()万ｲ園）|c遠し、ＣＯ〕群はノヶ弓後に干写上迄／哩玉ri蓬しＩ/二・ｓ層下

甸|ご都議に1衣Ｄ９三○万i固（／辛石･貧）ZＪ１駆除芝7iZ壷Ｉ曹数|玄／石鐵と選定逗

打ろ。甑際後の分頽選璽は／例二平均０，／６１面に減少し壷に』LL目下司の分布

雷蕊｝よ／劒兵、､ざ？＝へｄＤＺｉ園､二Ｆ増，､／６１画とは、、千薄斜面よY)漂部

へ移動し造。調萱区域／／ﾉｱ方,加え（ヨ０，万坪＞のヒトデ数はノヨロ万iE2

（示疋ざ○首）塔生じ〉E稚匡トデは／れこａａＺ－Ｍ)､Ｏ／'掴、平均α／／

個乙ﾑﾑ６万個に達すご刀『ず－へら弓厩ヒトデ宝if澤域沖合-、移動し漫力'千簿斜

１面'二祷存してⅦろ。

（｜｜）



墓西一／Ｚ扇下馴ご二枚洲|ごj爵蕊した。亘昌Ｆｈ三Ｗ:)分市蜜麗感／〃Z乙与６

－ヘ羊個、平均／夙亘１画ご羽田より儲R震ば薄い。未襄区迄Ｍ７万．汎Ｚ（／之／

万坪）,))ヒトデ､数1女／机z'早個wご換震‐すれば､/６００万個（二牟万誉）に達

する．Ｚ眉下司|自二はヒトデ､主詳は／唾西進した。羽田Ｚ固祇ａ目下匂)=９万

贄（す９７万１面）の駆除jb<行わ】r､唇芹数は／三万賞（９'７'7苛個）と推竃董

協書。ヨ目下ヨーヘ午目上司に三って麓甑に蕊勤ＵＥ姉で芋呂中ヨ、葛西よ

Ｄ瀞流に至る索甑漁煽り）／ダ地夷の調豊7三､はヒトデ､のiii現地蔓1.〔ZiUﾖ裏乏、

／ひ書墓鍵沖広縄ヒトデ，､Ｚ値（／伽ｚ’０りぎ１画）ＷＪ盆拙ご漣ヒトデが６個

（／仇乙，､○Ｚi固）謎里芒れた置けで払省。しＥ幻i､つく議部漁埼で威姶んＺ

会窃辻ず沖合へ移動し追廷題われろ。ワ目上国ごi2j〔葛西に職ヒト〒刀1僅幻|に

分布し９薯～へ／／亀墓篝沖の夕')li'1零蕪撒'二や鶏多と分詣ﾋﾞi閨H震は／例ｚａ３ア

、-～０Ｊ／掴平均，､之個どう額甑より多少の瀞劉Zﾉﾄﾞ温ったＺ毒えらγZろ。

以上干薄に最蕊したヒトデ総鞍'｡〔、三訟万貫くＺダダ６万個）で話ろ刀↑、

示蕊数の-ケタ､６％、約ヱヨ苛寳（／Ｓ~ヨ○が画）』↑捕獲芝71WL痩喜ヒケデ広ノダ

万量（／'三０万個）に/:ﾐi〔aZjll・葛西ご､ロ全く沖合へ移動し羽巴ご1さ主群な

；中合へ移動した力1千>写斜面に僅力,霞呑して（|ろ現状で紡香⑤

頚部、烈合;頚甑(、L{L目下司の`分布雪遂巨ノ例ヱ仏／'γ～へ’、Ｄ０６個、平

均α，ヨ掴ご／Ｏ拠等頚稼に多人、壼西ｼ中、羽田沖に豪も参へ碧中宍甑は，

ｊａ１肋分詣区域／ヨｏ００７ＥＭＺ臭（ユタ〃万坪）のヒトデ､数はケータク万鐵個

（／／万震うで、葛西、羽田蓬蕊つ７２ヒトテ群の褒蒋慧刀↑沖合へ移動分散し

たと麦えられろ。７目下司の分布蟹薑広／例ｚｏ､ｚ／－０，００６個、平均

ＤＪﾀ掴として９万蓑（豆９ケ百個）ご孕弓下切(J)ヒトデ､験のヨニ％減で、

羽田沖で１重増加しぃ蕊西、；爾蜜沖|女髻し＜藏Ly､し、蕊中奥部／０沈緑で《巨同

緬少1まく遷奥部のSwz繕の沖会に増加し隆。即ち邉函;中の群広調萱圏四より

要に沖に移動し海田沖宅同刺怠jjEi[園iご記弓。

Ｃ）ヒトデの駆除域都誓の助成によりｚ９年Ｓ弓に実猫きれた。水産謡の襄

計|ごよﾌﾞrZぱ、憩船数延６３ｚ０亀延人冨／Ｓ､汀７６人、駆除数ｚｚＫＷ９

書で温った。

Cし）駆除漁具は乞各瞳の漁貝飯使閨ご奴7aJV、ガキ桁力艤も筑自樗日勺であつ7二。

献立
１）牧義男／９／さ、索京雪におけるア竹リ、ベガか､イの曇遁，

（'２）



zjgHf卜誌)／ひ（／)，

／９／’７，霊京雪爵迩利用調査報皆雪，／（／1

銭木」'肩、濫垣葵、／９架Ｚ、蒙京肩臼聖の庄

物分布ノ（／）水/研誌，三７（ダ）

／９ざＺ、索京碧内憲蒙目E産高と湾円魚族の專罰釣移動状

況，水産房調査研尭舘、調査萱絹課、研猪寶綱ユノ、

垣
内

平
山

』
ｊ

つ
」
ブ
）

錆か、
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前報ｒヒトデ群の来襲状況について」中における資料と．､夕号墓夷定量
観測の資料を引用した。

（ii）津群による彰動

通園で．目撃採集じだ棟料を便用した。

昆〆食陛とせ'ｚ荻慧鎮に及ぼす影響

（１）冑の内容物

必と同一材料遅痩現し)だ，霄を切開し、内吾物乞欄出し塵名乞同星して

個体ｊｌｌ:！〔空救えた．〈二汝貞の聯鍛えは、蝶墾zIi萱iを以って／個体とした）

（ii）貝類に及ぼした影鑿

（ｎ千淳圏辺における賞醤貝類

調、趨函貝鎮濾場において．力芙桁逢蔓行し上,､ヂと共に採集され

た臭類中、食喜を貫けた貝類の塵類別殻蔓祖ｊ５ｊｉを調査(｣だ。椴雪貝類

の謹定数量は、ヒトデ佳足穰息量と'萱'[霞方式をこつだ。（分布と移動

の頑参照）

（ご）ヒトデの寓頚鶯臺之權員発生との関係

洞'壬Ｍ'上に学〃川向隔'と／Ｄ地美と苗区宙(にえ地美星讃Iナ、／ハノ,ｚ３

の鉄枠で／箇所について卓〃とが乞替〈泥ぃﾑﾀﾞ"z"zの瀞で、穫員を

遙敷化た錯渠をｚ７年麓の孑淳調豊の鰭菓迄比較した，

（iii）魚類に及ぼした影響

〈ィ）アナゴ延鎗の波雪

羽田屋基地こする延昌i篭漁船に乘紹し、波雪の篝しい時期、減少した蒔

期Iこせれでね投鐘区域の漁獲栩鐘成被蕾状況、壕茶位置による差

異を調査しだ。

Ｕ）釣麓魚のヒトデによる貴書部泣

くｨ）によって浬優乏允た救料中．彼書魚類を得て、芒の食霊舗位乏調

査した。

ろ．調査成績

α、腕夏蚤荻腿掻と熊重との凄(系寿命夏び碕粥

（１）各月各地域別の親ヒトデの腕擾誼成ばぽ』､等しく変化水ない伏、榧ヒ

トデは夢,Ｗ､差扱ある様である。それらの瞬蟇艶麗及び出現愛は表／、図

／に示しだとおりである。

〔２７）



Ｂﾋﾄﾃﾞの形態並びに生態に閏する二三の観察
撒水研究部技’１而倉田洋二

渡'而浦梍沼孟彦

会三河不治

全古館省典

作業曇飯村利’3

t緒＝
前鞭ｒ系嚢ヒトデ群の来襲状)FZについて」で．述べた儀|乙本内湾'ておいて

須貝頚に芝大江,波雪を与えたこと'よＪＭｉ＜とも当場曾11ｴL以来記録をＺ【ない。又
全国的'て見ても、斯様な華例は、ほとんどない従って参着に供し塀ろ涼な生霞
芒の他|とついての研晃、調査賛料がなく．認:除汀索上趣いて困難逐覚えた。我々

は、ヒトデ群の>肖擾を追茨中、今後の各種資料を得るため生物学館研究|乙・出来
得る隈()の鍔ガを払った汎こ、、rの－－部を穀告し大方の参考'て供したい。
本殿を掌するにあたり、築宗７K愛犬掌久係伊澤勇溥土、薑山犬学林良二博士

をｌｊＵ仇本場菰奴、庄兵不可技1m並びに鋼水研亮剖各11[の御鞭達、御指導

茎深謝する。

２調査方法

本研究で政坂つだ、汝料の大半はｒヒトテ群の耒襲吠えについて-1中で述ぺた

調査時のものであるボー部はＨ１'国'て誕集ｌＵだ。本研究の調堂方法、並びに枚料

を－糧、虞郎ﾉ１，て述べ'２ぱ、灰の如くである。

ｆ碗浸組叔碗裏と体重との関係寿命及び璃形

介弄桁．アカガイ桁、まだは打瀬網で採集し／ク必ホルマリンで固定

した萩料を１吏隔した。

ｆ逢珊期及び性比

ｊｚと,ゴー絢料さ便IEF'(ﾉだ。穿孔坂を上部'て男.ろ下舗の腕足の／本窒切開

し吃側の生遁蒙を樹出し上皿天秤（感量/6w7z多）で秤量し、でfzを

／ク唐したものを生遁菓の全量とした。生遁巣が、護Ｕ＜萎錨しだ樮料で

は、蚤碗尼よｏ／０瓶の生喧菓を全部欄出し秤量し'だ。

ｃ・移動'ｚ関する観察

（｢）移動と7K遍廷の劇系

（２６）



箙に')鯉<k凋臥議晒、都内灘潔那の腕長調戒|弍轤蛇で．親ヒトデでは大

i童は葱いようであるバノた版って成一豪(」た周一年令群が．産卵罰の歳餌移動

のためＩ乙羽田、籔西の浅所に系護したものであごと尾わ化ろ。まだ桂ヒト

デの趨5iiモノ刺伍ご域学風より毎月／〃〃の叔憂､水晃らｵＺ、欠沖に親ヒトデ群

に遣いつくか?、一方／〃癖以下の種ヒトデ゛弊永統う率は、夏季の摂鑓活勤の

不活瀦にょ曇もので、これらは後述する青内密物U二i'現率埒深部のアナゴの波

雲時鎖穿と富＜一致しハ建銅期とは壊闘殿である。即ち、北方系ヒトデの生

態室裏藝差するものと考えられる。

表／、瀦套i範囲ならびに出現槙度
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洞田．ＺＦＩ中旬では艇長遡或の髭囲は孚○～/〃"z"zで、並教は勿死"ｚ

にある。それより／ケ百段の３月下旬では、範囲lさ卒クヘ／／ク”〃、並数

は〃""砂混あって前日より／ｸ"w，zの成妄を示している，この蒔期1とは逢

評が行われている放すでlZFliZ賃Z～ｚＯ"zﾉ'２の溌ヒトデも僅かではある伏

出現している。半月下旬では髭ヒトデ､の碧しい出現と親ヒトデの深部への

移動ぴあって、親ヒトデ量は巳．３百1と比較すると目立って減少している

ボ、稜ヒトデは遥し＜醤大している。稚ヒトデの範囲は／へ〃”"iLで。

亟数は／クノクz"1てある。親ヒトデの鼬囲は今Ｄ～/／じう"z"ｚ’てあって並数|さ

前IEIと変らずアワ〃擁にある。ケ月下可では桂ヒトデの出現は更に曽加し

範囲は／へ6Ｕ"乙惚で並数はヱク”〃|こあって罰昌より/タカ'z"Zの成長を示して

いる。６月下旬では權上|､デの範囲は/～ぬ''2"z、正数はヱク"z死にある〃

親ヒトデの範囲は６グー/又クノ，z"ｚ、並教は//クノ，zM'zである。７月中旬では

潅ヒトデと親ヒトデの遡成はつながっているボ、埒は/)〃～６ｸﾉﾙ"ｚを年

級のj篦界と考えて良いと風われる。種ヒトデの範囲は／～〃〃処差しく

は〃L，z"zで．韮j1$tはヱク”"１Ｚある。親ヒトデは６グー/３Ｄ"z漣で、泣蝋|ま

力'ﾂz"にある，

葛皿．zEl中旬の腕賃題戒の範囲は／夕へ//夕""z，逆数はｱ加川Ｚある。

同月下旬では．範囲は〃～/ヱクノクz“ご並戦は〃''１２''７zにあって羽田に比較

すると、いづれも大差くその差は／ク"z"ｚである。グー６肩の風は調査の

機会塁失ったので不明である，７月上司'てば桂ヒトデＩま淺前1乙残蟹するも

のが多く、親ヒトデ'よ沖合へ移動するためにﾘﾉ､＜なる”麺衣にはﾉﾄ、中.大

の３群が見られ、羽田の７１２Jの場合と比較すると形篭は多少逮童異にして

いる。，!、群は羽田の,1、群よＯ量飼に'1＼きいｶﾐその並数は同じくｚ、"z'”穴、

ある‘中詳は羽EEIのちⅦこは見られない。大群、祖成構成は羽田の大群

とほｒ同種である荻．量的にはかなＯ少ない。ＭＷ以上の椙違は観測曰

に／ｙ曰の菱氷あるので、これ1と因るものと雇われる。

部内湾深部．３月上旬の碗長祖威の範囲は〃へ/ｚ`MRz'zで、正数は功極

1Ｚある。同月下司では．範囲〃～/ｚＤ〃z"zで並数|よ〃…である，４月

下旬にはじめて、僅少である状准ヒトデの出現飯見られ、Ⅱ露囲は/～ヱｸﾞﾉﾂﾘﾚｸ,ｚ

親ヒトデの範囲は〃～/〃"螺でjiL数号ﾗzMz川Ｚあ○／ｸ妃妃の差鮫晃らirz

ろ。７１E1下司には種ヒトデも漸増し、現ヒトデ群と混合し範囲は/Ｍこり'“

拉致|ｺﾞ親ヒトデでは/〃'ｗ'ｚにある。

（２８）
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(iri）寿命

後述するヒトデの産報期はえへ卓F1であって種ヒトデは／ケ閂'こ／ｸ〃"zの

威賃級売られ、早いものでは発生後挙手で６ク""Zに達する。蔓Lいものさば

ノク”〃以下のものも見られる。また縄ヒトデの脇費範囲を孟てもその範囲は

ｚＯ～／ヱクノツz"zでかなO広い変域を示すから、その成夏にば栢当な遅速次あ

るごと鮫考えられる。また、夏季|ｚご後述する冑内容物の項で記した如く熟

摂餌期ＩＺＭあって成宴を岨書しているここ伏察知乞れるので満一年の成蓑は

照裏にしてばL､６クーァグ〃"zと考えて大過ないと患わ』lzる。親ヒトデ群の極

大部に当る艇夏／ヱク”"Z群は目下年穀的な鰹荊は困築で猛る求．おそらく

之～Ｓ年詳と考えられる小ら寿命もＩまｆこの辺'てあると思われる．なお、

この実1こついては今後多くの研究を尋するであろう。

(Ｍ崎形

濁形1よ各種のヒトデにあるニヒボ知られている。井上〈／７字のは瀬戸内

（３１）
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（il）腕賃と体璽との閏1系

産卵初期の標本／ｦ7個体（図又）と産卵

藩獺の標本／d｢Ｚ個津（図幻の腕濠と津

童の閏|系暹対数方眼紘｣Eにとれば直録で

７Ｋ≦71z、でれでれ
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口なる関係式ボ得られた。
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産網期及C:性》し

Ⅱ産卵期

倉田は／ラケヱ年７月ｚ５ＥＬ韻烹湾羽塑にお'ナろ卜'ノガイ濫員採鑛(z'際に

碗長Ｚ～３－…の濫ヒトヅ盆数個津｡採集し,たごと（あう。まだ事痩の主婁#薯

)墓地である化蕗道厚岸の産卵期は杯（／ツゴタ）はざ～７月と報雪し、函もまた

７月であると述べている琴これ'うのこと‘(ら塞看等はⅢまじめ東京湾'てお

ける産卵期も夏期ではな〃}らぅがと考えてい疋求．今回の調査の詰票その考

えは誤りであるここ永尹lH月した。

生道巣は各脆の基舗にＺ卒ずつあって成熟するに蛇ぃ決弐'て伸浸し碗の先

端に達する（未熟な生蓮第は茨黄色で早合の判別はっ力)ない。放熱すると

'ilW巣は貴蔭包に精巣|さ黄白色Ｉｚな０９；の判別も胴らｶﾞ(である。卵はｐＷｉ１ぎ
だは鐙再形で産】!)１ｺ霊期と潅遣菫れろ。、ア)E1T旬で'よ眞円卵の卵圭EML2卒’

～α／７６｢Ｚ”〃平均α／汐外"z”で、終期の今月中旬ではα／／ダダ～’/収グ

"z"z平均’/ｚアムアでＷＬ、，!､≦<なっている求．実情は可能であった。

ヒトデの津望'て対する生逼菓重量の弓別変化は図／、涙／の如くで生這

菓の放熱状況は地域'てよって祖当異っている。これらをfliDzji的'と示辻ぱ、

羽田では、炉童夘夛以上のものではｚ耳中旬ｚ今～ケ３％〈平均33鉛）
ｓ月下旬ではＺ７～燭発く平均卒Ｍ,）と増加し学円下旬ではＺ～､ｦ物

（平均ｚ錫）と激減し/ＥｏｄＦ目以降７月下旬ではα卓～'７笏（平均〃必）

と更に減ﾙﾊﾚ／〃にも滅危ない状態である。

涜匝でば、え月下旬／４～２７杉（平均ｚｚ鯵）ｚ弓下旬ではえ夕～字６

％（平均３／鉛）厄纏大した‘ａ目へ６月は調蛮の微会`<なく７曰上旬では

体鬘汀夛以下のものでｔｇＭ１ざ～Ｚ先〈平均／､＆錫）と激i裁し羽lHとわづ力〕
|とづれご荻、周榛な煩這|である。

都内湾深銘で'よｓ弓上ヨア～／６分〈平均／ｚ先）．同月中旬には掌～
ｄ４ｚ（平均式タ先）:同月下司／７～４／発く平均こう’鬼）と羽臥畜flh

と異なり深諦Ｚ．／～ケ鉛（平均ヌヱ鉛）で羽田と|ま｣f等しく７月下旬α旱

へ〃（平均４ケ"）と羽田、壗亜と同様な傾向を示している。

以上の如く生遁菓の熱度'よ地域1こよって麦はある求、産卵はＺ弓には開始

』

．
●
ｌ

ｈ
４

一一一__二--二一一一一一一一一-------------------＝÷一一一一・月、。…▲●｡●●●･■■公的レー公●￣１－.●･-内内一の｡‐●●￣むご■Ｗ￣･一一Ｓｃ￣■●●●●■～－－－－－●●●~￣､ヤーーローーー￣ローーーーー■－－｡－－－－－－－￣－－■－－￣~~---￣￣

※／７〃耳３月／ｙ日学士院'ておけるｒヒトデ゛面題懇談会」の席上の談話・

田に系都立大竿

（３３）



海逢のヒトデA4Zzzﾉｾｰ`施し／2ａどこ“Z古、〆<jBe21，について、痩々のM1:i形'室示

し、特に駆足の基部または先端近くで、二文すゑもの零、珍しいものを紹介

した。粛京者U内湾でも多数の崎形永出現した。臓足の二文したヒトデは全く

出現しな/がつだかぐ．碗足蚊の鐘端に少ない園岸永出現した。alz等は、外傷

まだは再生能力を示すものであろうと考えられるα調寶総数／`頷週に汀す

る畷形ヒトデの出現状況は表Ｚに示す如くである。

義Ｚ崎形ヒトデの出現率（＞内は百分率

詞＆盆額

寡.2iq「｜／６夕Ｚ（７五'

６季ﾖﾖﾕＩご_垂

即ち調査個数／6ア２画で、崎形ヒトデはアヱ圏（汐勿）である。瞬足／本

'よ琶製で、Ｚ卒はＳ掴（′,／７妬）、３本は６個（夕｡３汀勿)．１本は///固く

川５〃〕ざ本ばりク週（３，６秒）で、出現率中の最高毬示している。逆'て

碗足の尋いのはJﾉ、＜、６本は単瞳｢Ｍ三3〃）、７本は／週（〃ざ必）と減少

している。これらのヒトデボ、示す如く腕足数のしM3r形は少＜、腕足渡の

多い燭形（多いことは．菖鐵または外湯|こより、切潰しを場合の再生能力

は、腕足教の少ない程困難であり、艇尼よ多い程容易であるためと考えられ

る。まだこれらの崎形の正常な腕足中の生遁累は．他の正鴬なヒトデと同儘

１℃貫く熟しており再生中の腕足でも極端に短"(いのでは生遁累の発達を見ば

WIS、七分どおり再生し庭寵足でば、他の腕足と同様1て、生遣巣|水銘蓬して

いるので／～Ｚ卒の碗足の切損では、生廼能力の障雪にはならないと考えら
、

j2,ろ。

朝鮮翁擾府７K誠〈／テヲヲ）では、ヒトデの飼育試験［よo、腕を鋼断した

場合|乙釣／ケ月後に．小形の鰯を再生じたもの遇認め．与腕童切断した場

合では生存し褐ないことを観察Ｕている求、筆者等ば、６本の腕足乞もつ埼

刑ヒトデを、飼育中に腕を皀載し実に数時圃後にＳ絶送皀議し．遂lと

－碗となり／週圃後'て微l、な／腕を貢生したの之観察したが、不幸にして、

飼育後、Ｚ／曰自'て轤死してしまったので、その後の親祭が出耒なかつだ。

〔３２）

鋼 蜜蝋数 /‘デヱ

正常なヒトデ出現数 /6′Ｚ（７五'）

燭形ヒトデの腕足数 ／本 Ｚ卒 ８本 午卒 汀4ｓ `本 ｸ卒 計

崎形ヒトデの出現蚊 夕 jYZW） ‘dz3(の //(Zｸﾞr占め 〃α伽 卓(ａ巧） ／(Z?'幻 J(ｺﾞｒｊ刀）



讃／・生痩菓重量の弓別変化蓑
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=jrzており、ａ月中、下旬が盛期で午月下旬'ては漢期となり、以後、生遭巣
は急激に裁少婁露してしまう。これらは猶野等（／７外）の講果と一致する。

しかし深部で'さｓ日上、中司においてもなお生鎧巣の著しく'1,乞い群の存窪

が検出三れだ。（図Ｚだ）このこと'て対して着えられること|ざ親ヒトデ群

の中)ても成熟しないで産卵不能群があるのではないdにいうことである。し

小しこれ)てついても浅所で産網し生j瞳Lj兼次萎鑓してしまった後、深部へ移動

したと着えても上記のようなこと永放立つわけであるが、これに対して(ゴ下

記のような事実および．蓮卵期に深前へ移動する例は鍬らねないという二つ

の理由がら、これは書定されるのさばないがと息われる。下記の様な事実ｚ

いうのは、蔑前では、産皀j》ﾛ時期'ては准ヒトデの出現次逆行的'てみられる求、

深部ではその出現は融ら’１２ず、宇目以降|乙なって初めて融ら加ることであ

る。なおｕｉ=』ﾜｶﾞ学閥最小形|ま腕漫３６…であった。

図／生遁菓篁璽の月別変化図
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Ｃ・移動について

（i）移勤エフK逓との蔚蠕

前額ｒヒトデ群の采蕊献兄|とついて」で．述べた鎌に、蕊京〈錨内湾|Ｚおい

て．ヒトデ群の鑛漫な移動乞認められた水、水温と密渚な関藤奴あるので}さ

ないがと惠權せられたので、）天蓋の如く摘出して見た。
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本年７月までの下戸におけるﾌk温及び、比重のｌＥｌ変化は逼Ｓ並び}て図Ｚ'て示

す如くで品０．産卵期と推定＝ねる乙月へ早月のう|<温は両年とも似た嚴な

槙御を示し、Ｚ５年には卯Z～／,,？｡Ｃ・Ｚデ年|とは７ｒＳ～／午2℃に及

んでいる。比重はｚ万年に|まＺ/・アヲヘヱ，６Ｆでｚ７筵1と|まそれよ０も低

くｚａ４ヨー／６.ｚ７である。

葱３．水温及び比璽の月笈化

Ｅ

一
・
陰

ｿ

夕７１６,二１／ひ

黒雲圏叩､砺
國國囲囿囲函屈団馬
図ｚ、水温及び比篁の月愛化

昭和zJ年度乳＝ｉ

昭和z７年度且蚕：
，〃〃 『

】

〃／ 〃〃

(３８）

n.４

羽田
Ⅱ./７
羽田

mzZJO

羽田
Ⅲ,ZＺ

大森
矼

羽

ＺＺ

田 鰯 計

旱 ３７ ケ／ /グ卒 ぶ;？ ３０ /０ 学 Ｚ9／

合 6ク ９？ ？／ α４ ヂク ／学 ６ 3６２

７ ７ ／， ／ 3‘ /／丘 Z卒６ “／ク

月 ／ Ｚ ３ ４ ざ ６ ７ テ ？ /ク /／ ｽＺ

肥和ニア律
ﾌK紐

比重

ﾑヲ

Ｚ,zﾀ4

6,Ｚ

z/|〃

〃〃

Z/1３７

/３，７

ZZ1飯

/H３

/'万

Ｚａ了

//?/３

忍午

/j<3８

Zすう３

/|;研

Zぶ／

/り“ZＺ

/９１／

/【/3８

ﾒ２，３

/研Ｊｉ３

/Ｄ,／

とZＭ５

ｚ７笄
ﾌk浸

比重

〃６

空'７

773

印仏７

鬼

/伝”

/(りく『

/Zlz7

/l',『

/;,件

/；‘

銘Ｚｒ

忍了

/JrT/７



ヨ召｜暦 i催W７７厄１１個ｲＺ

７．Ｖ

■■四
m■■■
′々，Ｖ〃'１４／Ｚ

〃,ノ

話餌ンｴｺＰ

Eｐ

しがして移動は／～Ｚ圏または／ロ圏ｔＭｴで行わ〃これらのヒトデは）Ｋ

蓮近くすれすれに斜めに浮蒋して移動するもの、完全ICK通1こ浮薄して移動

するもの、腕是の一部こう}<園|乙澤小して移動するモノの．盤乞うK画|乙淨小し、

､夕本の駆足を壁直に垂らしたもの（この場合のものは異状'て膨ら晟縞的な感

じで易ろ）等がある。これらと同じ狭な淡)兄乞東通米研の玉川遣鍵彦戒Ｗ１

国葬でｚ７扉ヴ尾ｌＥ２ｄ直嘩位について三害しだきそれは中戸を浮薄して

いた四である。

ご|?らのヒトデは、管足を歩講驚中)Ｚしつ/Ｍ収めているが、とりあ'ずご

Ｚ誉足ボ遇溌'て動く。芒(｣て直農淳糠すると考えら;zる原因は腕足の－郊水

翼状1と膨潅する小熊全能求膨脹するＷＤいづね小であり、異状な昌部送水

中で正すると気泡`ｊＭ〕ず出る。そして気>泡が出た個体はｌｊ()ず泥~Fする。故|と

浮薄する原因は、捧腔中の気泡によるものである。これらの採集個隼中、ヲ

弓乙３日のざ圏の我料では菖山大学の沫壜上と共|〔錫察Ｕ托伏、発見採取し

て小ら実験室に持ち'罵ったところその途中1Ｚおいて、ａ個体は71<擢苧'て沁下

･て翼び浮上ＵＭつだ。ｚ固俸は浮嬢した状態のまＬであった〃沈下し浩

ヒトデに注射闇送使用して能腔中'て空気巷法人しだところ．ａダｃｃｃＩ〈中１こ

琴r鞍０．｢ｃｃで完全|と７K面|ご洋上Ｕだ。ごのぎ遇のヒトデ'てついて剖見した

（気遇乞作るべ竺埼別の墨冒の存汪は認められず不胡|と謡った。叩化い

ずれＩこしても浮薄して移動するという新華美は、ヒトデの生態上特記すべ雲

事柄と思われる。

食性について

）青内容物

ユ．

(｜）

※／７５－学年３月／万Ｅｌ学士院におけるｒヒトデ､」面塞麹談会の席上の談話，

猶野峻、東海|重水研

（４１）

ｒ－－~－－－－.

|年月己｜膳剣
ｌ－－－－－－－－－－－－－－
ｌｚ７ｖＲ|/ｗ//んが
L－－－－－－．－i…－－－－－－－

呂彗と堂
i〃」〃’'１ノリｚ閲

E二F二三IIIFiliZZliijIi

覇侯 湯 戸/「 永く派 |聯!’方向 個体数 津型

上 羽田洲上 ゴ
/72

ん ３ Ｅ|ｺﾞー

下 藝流 脇 /２ Ｓ ′

／ 犬

⑰ /ク号茎美沖 ７
’' ／ と)。

し 醤 西 沖 /ざ /V/|/l/|／ Ｚ 火

下 犬｜耐ｆＦＩゴ /Ｚ （ＳＳＩ/|／ ／夕 犬､中



即ち／／耳上旬、フk通／ざ.ヲ`ｄ比璽Ｚｄ学７１ｚなって〒雪上)Z出現し治
り３月下旬から今月上旬|こうK通／ぶ６，０、比重／７，タデ｜こ成り沖合へ口塵
動し稔め、ぜれよ'うち葛温（／６.己以｣二）、峰比重（／7Ｊ〃以下）１乙なると

干渇のヒトデは．全く見られなくなった。鞘鮮ﾌk試（／９了７）の調童による

Ｚ鰄度の修下に対する適応力は．墓筐弱いごとを報告しているf)Ilq卒調査
のヒトデの移動もこれと同じi頃同乞．示している。一方ﾌK温（高くなるに

つれて移動しはじめるということば、歩撞永九万系のヒトデで温い索崇浮
ゾウ<寧鰻に近いことＩこより本種の棲息水温ボ、高温'て適しないこと|とまるので
あらうと考えられる．

(ii）浮薄による鰯動
と

ヒトデ゛ボ画俸Ｚしての移動|寺主として、曹足のBliZの屈ijEl3IZ旗って行われる

が、今回の調査中、し|ざしば浮薄して移動するヒトデ童自署した。このこと

ば徒系ヒトデの習性上全く孑期しなかつ乞珍しい聿笑なので、ヱユに観察結
果乞穀雀する。渇面において篁看等が自吾記録した聿例は表このとおりで
ある。

表Ｚ．

5勘１－ﾌﾞz7日｜個感蝋Ｉｆ卒
壬曰ロ｜南

(４０）

犀目Ｅｌ 気温 下アブ|・品 下ｊＰ)b童 錆看

Hﾜｲ､Z聯｢月~F団。 ／i７ｌＺ ℃ /ヲＺ /ケ`卒４
、

リ ６月と富 /よ〃 ／ａ､夕 /が６７ 羽田千再斜面反>tdlｺﾞ会|乙浅存す

〃 中司 /７．千 ＺＱ／ /３，７／ ろ水主辞|ま沖合丈移動

ク 下旬 /了,午 /７，６ /今,Ｚざ 」

〃 ７月上旬 z７，？ Ｚ/､ざ /了`‘Ｚ 洞螂ﾋﾄﾃ霧ih#:贈加訓沸け;鯛ｊｉｉ１と靴j鰄１

〃 中創 ZＺ,ざ Ｚ３３ /jT7F 羽田千弩斜面ヒトデ群塵が残存

〃 下旬 ヱｺﾞｰｱｺﾞ
Ｚ卒．／

(ｚ/・'/）
／『,‘ろ
くｚ/､／/）

夕

鋒日ＥＩ 商刻 潮侯 瞬訴 ﾌﾞＫ源 素麺i方周 週i1iL数 体型

z7．IＥ Alvl／/んケ
/7２ 下 葛通沖

ノア
／

"Ｚ /Ｗ/巳 ／ 犬

〃 Ⅲ/３ |q/ｖｌ卒‘ＺＯ
夕 羽田洲沖 字 Ｓ Ｚ 中

〃 〃

q､ 〃 ”／２３ク 上 羽田洲多摩１１|河口 Ｚ 吾／/Ｖ ３ 犬

”〃
､｡ Z３ ”Ｚ，’’ ” Ｚ号 〆字、＝ ３号基美 /1ケ ＳＳＷ ざ 犬､中

"〃
■① jz7 /Ｗ／ｸ,４ざ 弓夕 ａ号へ与号墓莫 〃 Ｓ ／ 犬



この地区の鋼童週卿或Ｚ学制建て室室(二r／ゴッ圏(;うＩ２ｉ７ﾂﾞｶ）言渕ご』ﾂﾙ｜
芦三も,)は,Ｍ丁,国（ヅス刊）ご鯛いご鮒,』｡,／種でr“（叢,談ｱ｜

ナゴ姓鍔,乙然０釣艤乞ｵ2左ｷノので腿ので餌料として撰飼＝ｵZにサンマ州
が最も多く(こアユ灯り）ついで消化判（／Ｚ'(Ｍ１'）釣針（笑ラフ形）スナビ
トデくこ′鉛）等炊謬い゜童豐＝ねたスナヒ|、テは艇長〃〃lご江いもＤ伽

拓つだ。フモヒトヂ類は脅比でカクレガ、二類の脚、ハサミ等・ヒゲッ／ガイ
ケシトリガ､イ等の出現ば系翔の特徴を如実iと現わすものである。

肋大森へ船祷沖

この地この詞豊数は２６ヲ1国で冑皇は/乙/適い夕／鉛）冑内容物のある

もの／亭７週（タダルヲル）で出現し危塵類は／乙箪でチヨノハナガ､イ（ﾀﾇ制｜

淡鐡も謬囎川特に大森沖のヒトデ1こは最も多く／掴のヒトデ寶中より／２個
のケヨノノ｛ナル|'ガぐ出覇している。この地区の隆涛動物は特にテヨノハナガ

イの欝粟でどめら'Zてぃだ，どハ他泥しユ字刑;鉛）湾化物〔／ムヨ％ＭＷ
い。

(ﾛ)ｽﾅﾋﾄﾃﾞﾑﾙと:`ルヅ江"zﾙLと`ｚＩＭ'zMz/2zz"zdの寶内署物
久）手個沖へ木更津 （別煮え参照）

この地区の詞萱国教はァＺ園で青空は３乙個（午坐今〃）・冑内恐物の有
つもの今'１国くざ気６％）で出現した種類(豆／６種である.最もろいのはサ

ンマ肉拮（､５Ｍヶ鉛）で、サンマ餌斜を使用するアナゴ建篭|とよる採集叔料

であるので当灘であらう。〉又'てチヨノハナガ、イ（／７`ﾂ11,）水多く‘ヒトデ類

（／ａｚ紛は３窪出現している。特'て稜ヒトデ次／個俸より４週出現して

いる。そJMUモミジガ､イ煩（ルレ、乙処７，ｾﾙcZZ’'2髭．Ｓ戸）ヒトデ類（Ａ`ZZ/2ﾑz当i’

ｓ/ロＭｖｌ直ltfづつlｺﾞﾋ|現し二枚貝では卒種類、微'１、巻貝は／i璽類を食してぃ倉
‘）都内湾中央部

調遭遇数はj－３個で胄窒は３４個（５／『〃）弩内容物あるもの／／種で

この内最も多いのはチヨ／ハナがイ（Ｚ６Ｊ光）次でクモヒトデ類(/舵%)｜

消化物（／／,ダヲ船）ヒトデ（グ６７鉛）シヅクガイ（ダフ先）等でその他

ケシト|ノガイ．ブドウガイボ崖iかな伏ら出現する。

(ハ）モミヂガィＡｄうぁつう乙2CZZ2ﾌz／４Cごウルルム`〃｣/２２－２C'2-C６４２"Z乙乙と1勺の
寶内遜物（別宏Ｚ謬驚）

調査圏較ば篦か６週1と過ぎない．霄空の杉のはなく微'1＼な貝類を食(ﾉてい

三二と斌巨立っていろ。二汝貝は之璽●蓄貝６種、角員／筐で●二汝員では

（４３）



ヒトデ類は王Ｚ(』て動!';ｉＩＩＩ性墾料左摂ることは古く小ら知られている。豪近
では.田村・髪上（／７jZL）州上Ｉ語道産のヒトデ類の胃内容栩奎調査して
種類'てより梼気湯によって寶内苔物が異なり繩の寶内遷棚ある二と鯛
潤した。本調蜜でも同様な順臼パ見られている，
(イ）ヒトデAaZiZﾙ(』‘21．`Z"Z``Ｍ’ZZLjL‘ZZ池,"の寶内暦糊（訓表／参照）
の醤団二枚洲

」|ﾌﾟＭ地区の調豊個数はＺ夕7ｲ国で實塁は／７９個（６７〃先）｜と違い吾
内唇物の指るものはファ値（了αヲ鉛）で出現した璽類は／Ｚ種である。こ
の1ﾌﾏ最も多いものは呉肉で（今α７％）ついで砂（３ｓ３％）カグレガニ類
（／／，／妬）が多く、芒の他学建の二枚員、微少なＺ種の老貝><Pニホンアミ
等脚類永見られた。

二枚洲は.アサリ、ハマグリ、シオブ宍、イゾシジミ等の主導産地である

八数多く出現した貝向（内織部と足の一部）はアサリの肉吃であるここ|さ
現場で洙辮きれた死殻からも容易'て量俶量れる。また砂も多川ぐ貝殻中|乙砂
を多く全iｂ塵類即ち、シオフ潟バカプfイ、アサリ零を費した藷果で折ろう。
カクレプr二類の寄生罫1モノ諺蓄等の調豊でば、シフ|ヘア銘ﾉﾐﾌﾟ7ﾌﾟﾌﾞ、イに薮も多く
アサリ●ハマブリ|とイレいご返上|)壌鶴員鶏建物量る毛のであろう`，イソシジ

ミ蒙釣餌糾として三柵|における挺要な貝であり噸も鏡湯には多く出覇す
る求胃中力〕らは比較飼少な弧つに，

‘）羽田洲

此の地区の調童1口数は今ケ、二1で青空はａＺ／値（７C)牝）、言内暦物の

福るものは／ｓ７個（〃〃）さ出現し庭種類はＺＬＤ塵、調貿区域中で最も
多い場所である○両地区で最も診(Ｍも》|よ〃〔くり,ラルノでっ(八で罠肉(/FW6）
で同地区の千浮上の貧署員類より貝肉はアサリと這えられる，その他不日目の
消化湖（／Ｚ'６先)、フジツポ（？'ル）炊多い。採取標丞の一部は羽田灯台
の護岸よＯ取上げた、此の地区はムラサ再ガイ匹フジッポＩ乙おょわれており
ヒトデはムラサズガイ1乙吸箸して盛んに擬鯛しているの級見られる状雪中ｊ１
らはムラワズがイは僅かＭＷ'1,）し'刎凋出乏ｵしてい帆ルフジツフｌｆは触手
水量芒珍く出現しハ植紋及び青槙が梢珍(八側板ﾀﾞﾘは全く_/Rいごとより漂鍔

の際|Ｚ可動の櫨坂埒背板が簡単'て吸寶摂餌乞れるのであるつ.その他二枚員
６種、ズゴガイ等公出現した。

ｃ）羽田沖

（４２）



亡ﾆｸﾞＭ)し7弓!】<蜂`}ひ:I)鋤へ叶鐸識援ではF‘)へ？j一発と増加している。つま
'7五言よりＡ同‘頁より７再込コズうrlと;｛〈遍炊葺くなるにし,)E状い寶空の出
現躯|が碧加している｡これら欣７}〈温の上早'てともなう生理餌障害")摂餌左不

､活溌'てした毛,のと腔楚さｵzる，

別譲／Ｉニトデ､書内容物麺ﾉﾗｶﾞ！
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ケシトリガ､イボ壷も霧く（Ｚ(:ＭＩＬﾉ、巻貝ではマツシマツポ〈Ｚ夕勿）で、

最も着しいのは／ＩＥＩ体のモミゲプfイカ)らｚ〃Ｆ週のマツシマヅポを教えた。

芒の他マメウラシマ、上メコハノブガィ、シラゲガイ量i;?力(多い。

以上璽雲員類貧雪'て猛威乞振うヒトデについて主と(｣て調査し、同時'て搬

蒙されたスナヒトデ．毛Ｗｶﾞﾐｲを崖ﾌＭ水ら調査しだ公、これらのヒトデ

類lゴタク運'て蔓する厘樽動物を食しており、化湧道産のヒトデ類よりもはる

か'て多くの寶内遇卿の出現を見たが、いずれの種芙も予想以上'て貴食である

ご上級判明し庭。ヒトデの来襲した漁場の貝煩死綬の珪積（次項千写閏辺の

員鎖食雪参照）と雪内容物とは遥千の椙逢を示しだが、これは大型の真にあ

っては雪を反題し俸外|乙出し肉虜部を食してから殻を放置するだめで實中に

冤出芝妃る員類では翠看等の観察の限りでは殻哀ＪＺ６〃〃殻高ｚ字６"z"ｚ

のヒメシラ|ＬＷＴ,ィ扱最大型で易っだ。寶中'て見出される貝は,1,型な/z"z/，ｚ

位のもの埒微′i､なもi､水多く、，｣､型の貝類では寶中|乙Ｍｚて十分消兆を待っ

て体ﾀﾞﾄに出すものと考えられる。青内容物から見虐食性|式特'てj裟沃住Ｉまな

く塵樗勧栩と雪涛ぱ1熱簾があり．ヒトデ゛の棲前によって青内容物扱異7bbるの

はこれら程貫く蓑している．即ち移動性の全くないもの>ｐ移動しても移動

壷凌の極めて遅いもの等で、これらは頁類、甲殻類、零脚類、練皮類、蛇毫

類、多毛類…愈鶏に及んでいる。魚類の場合では、建鐘に釣撲乞れて瀞泳の

自由を失ったも0Ｍ<霧われており皇然の状態では魚類は貴書＝ねるごとば

ない株で．これＩ｡〔、青内君物中魚類の骨比の出現（ほとんどないことより明

別、で扮る。捨し賞雲乞う'十るとすれば、頻死の状態仇全く姥死したもの

で、脅中か､ら満山きれるのもこの湯台の胃始であると考えられる。

なお、今区（蔑所'て来襲Ｕたこ|、デは産卵前の索餌移動であることは前'て

述べたバーれらは脅星の出現頻蔓の月別変化によっても裏書髻芒ねる。

即ちＺ目以降７月まで'ておける青空の出現頻度を一橋表示すれば蓼／の如く

である〃

義人青星の出現頻度の月別皮化

周香旙|灘（ｲ画 、

＝ヨ

因
ク

ワ

ｚ月～今Ｆ１の産卵期中1ておける青空の出現は汚戸１ｔ添討共ＩｚｊＴ～`７帖

し４４）
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《雨）員類に及ぼし迄影響

《ｨ）干淳周辺における貴署員類

ヒトデの弩内容物l乙現らわjiz7E貝頻は微小な議員、二枚貝の幼貝、員肉等『
であって、これだ'ﾌﾟがらはヒトチ･の食性について,ざ十分託日朏衆ない。ヒト■）

ﾁによって食鋤げた舅類の殻…に…犯ているEねを…Ｊｌｓとに戯って／Ｚ霞の菫夢貝類の食雪奴判|日日しだ。

几）羽田洲（／月了曰）

本調査に方'する採集漂本は:ＭＭＭねらの同定[よ肌食薯貝類単｜
アサリが最も多く、その他鍾かにら．ハマグリ、モガイ、バカガイマテが-｜

イムラサ天イガイ等水見られた。てれら呉類の穀擬麺成は、アサⅣ脇

一/７，ｚ,ｗｌｚｑｚ均ヨグ／"〃）、ハマグリd7rざ～６ｊ３ｚﾉﾌﾞz〃（平均６６`／

〃"z）、バヵガィ卒ｚ,？〃z〃．ごガ､イブ亭鼎'''２"z、マテガィヲグ,グーＰ３’

〃Z〃（平均『６，／〃"Z）、ムヲサ埒イガイ５丁～３Ｚ〃z〃（平均掌／〃”）

であった。

６）富田二枚洲（２月／／Ｅ、

葛超三枚洲における調査では義／に見られる抓な錯果状得られた，

讃／鍾食雪貝類の出現状況
（）内の教は生員数
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透 錘三一口■曰■一〔一Ｅ－Ｂ三三口■■口引Ⅱ部■且割吋■■凸■》尹一
この地域1ておいて採集きれたヒトデはヨラヲ個体．スナヒトヂボ／○週雄

で括った。苑殻の出現錨教、こぎ６個に封し湾|まりアサリボー竃多く／ｚ『

画でせの割合|立鑓出現画数０ダダ鉛の高率でﾃﾞﾈi潅ｉｉ(範囲“.夕～／亙乙”〃（

平均ヲ２，６〃/'z）麩示している。次に多V'ものは、ホトトミスで６午固(乙了

死）殻蔓範囲ｚ幾Ｆ～／ダヨノ?Ｍ２し平均／７F川加）である。ついでサルボ

ウヨ辛憧（／ａＺＷ,6】ゴーヌチヘｚ５，ケ〃/'Ｚ（平均４フ,ｚ/７z〃）である。そ

の他の員鎮の出現は少く、マテガイ／／掴（語ｚ７％）フＦ～〃‘〃〃（

平均ヲ２，千,ｌＭＤ、ガガミガイ尽個乎駁クーヲア1ケ〃〃〈平均今／『〃〃）

ハマゲリ及びトリガイは同じく３個（／,／７鉛）で夫々・アギ`‘～〈iムタヴ"〃

（平均６／・ク〃"ljF4ラヘ辛・７A'２〃（平均学ケア〃〃）を示している。

アカガイの出現数はＺイロで（０７庁殆）４，，／～ヨタ０"M'２（平均〃す…）

である。ムラサ天イガイ、イョズダレ及びバヵガイは僅か／伯Ｍ３形）で

夫々了坐？加州ｹｵｶﾞ"z〃、夕/Ｚ〃〃芝示している。力奏は生員訳／値

だけでその死殻は表われなかつだ。

この濠に／０救運にのぼる貝頚の出現盆見た仇羽田、葛西武地域'とおい

（50）
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ク１ンク

グーＺ、

ｸﾞﾆﾉ６

ｄＺＤｉｙ汁！/亭?、

、錫，墨（；きり

ご川乙よると満堂採集地莫|ゴヨケラi｢で、ヒトデ鋼欽は／ワククイ圏坤|との厨る

多敷の出現麩見ている。真蹟の出現総数は／今７０個に封しアサリ斌最ﾓﾉ多く

出現しず／◎週（３字.Ｚｚチウ）廷示してれらの殻蓑露囲亨７７～ヱク,３…

〈平均ヱバヴ擁勿である。次に多いのはイソシジミで出現数ケタ６個（

汀,７汀％）であり、設蔓溺囲は３〈Ａ９へＺ６．６，ｉＷ，Ｚ（平均ｚハク"魅）で．

ある。ついで、ハマグリＺ／グ掴（／笑'７労）７ｓ,アヘヱ``辛”"ｚ（平均

字７１３〃Z"Z）、マテガイの出現教は／ラフ圏（／ａＺｚ先）／ク亭,学～Ｚ史Ｚ

"〃（平均牙ダムr〃"Z）である。その他の頁類は少なＭ(、それでもパカガ

イヨ乎週<二二Ｆ杉）６２，７～ｺﾞｰﾁﾞ`／'ｿz'′Ｚ（j1Z埒ケデ『/ｗ'２１トリガ､イ

／，画（ａ６ァ労）３尻３～ＺｃＭ〃〃〈平均ラフ`ｸﾉﾂz"z）．モガィ．６週

（′,今％）ｊｊｒＺ)へＺｊｍ〃〃（平均卒/Ｚ,ﾉＭｊ、力美汀趨（‘β三発）

／／７．３へ／ヌクルッZ（平均３７β"zﾉﾌﾞz）、ユヴシォガィ４個〈αＺ５％）

／７４～／字,ｚ"Ｍｚ〈平均／５２"z"zハシオフ美３画（ａＺｏ鉛）．カガ

ミガイサピシラトリは同じ＜Ｚ週（α／３％）で夫々“,こ～フク『/ｗ'２

（平均タ２，ク宛れ）、苧Ｚ,３～３，／ラ〃血色示している。ヒメシラトリは豊

か／ケ（グ,クヴ％ノであった。

Ｃ）羽田洲、ヲｊｑｚ９ご

羽日E[洲1とおいて薊記の方法で調査を行つだ。調査地笑は／Ｊ実で．表Ｚに
示す採な錯果である．

義Ｚ食害員類の出現状況
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て、アサリボー讃多く貴署乞れている二とパわかる。このことばアサリの凄

怠教が．IMLの臭類'こ比して震j=iしている鐘実でありいきおいての食害数も

多いものと亀われる。次に多く見られるものは葛西ではイソシジ、羽田

ではホトト再ズで温るが．これも対はりこの地区においてかなり多数に震

息している醤美であると考えて良いであらう。この様Iとヒトデの員類1と対す
う賛雪はその地域1とおける頁類の欝是順位'てほ喫雰しい篭果を示しており、

麗々な貝類炊串現していることやヒトデの寶内霧物より見ても特にヒトデ
の食性が貝類1乙対Ｕては選択性奴ない榔'て桂察乞れる。即ち浦食し得る庭楊

動物なら選択する輩なく食雪すると云える。

以上ヒトデポ貝類送甚ぜしく含曇するこて状判明した伏、羽田洲及び窟西

二枚洲の枝雪薗を推算すね'罰双の襟1となる。

４）羽田洲'ておける授誓区域の／術の食害員数は６ケへ半１口平均ヲ／1口

被害薗漬河万〃（ヲＲ３万坪）の食雪員数は/〆最少､李イロこして件ｚ〃

忘となる。

ｂ）一方葛西二枚洲では彼雪区域／"2Ｆの食雲員数は／ｐ/ヘュタ佃．平均/斥

個．彼署iEii漬４ヂフＭﾕ（／Ｚ／万坪）の食曇真数は／机二最少ﾖｹｲﾛで

／７，フグ０石となる。以上羽田洲（／月字曰調査）及び二枚洲（２月／／曰

調査）'ておける調査雪時の按臺とＺＦ１Ｚ了Ｅ１道の、羽田廼タノ白周、三芯らﾒｻ

/７已雌/曰/圏の貧塾して計算しだもので両地の積雪を一括して饅わ
他事表３の通りである。

毒Ｊ貧雪員類の披墨数重（坪当０）
圏溌空坪状所

一

切積１彼雪量｝板書鑓;z(i蔓涌墳Ｉ発生童｜舗謬

？県？〃夕ｉ盈少／ＯｉラＪＭ〃'１７脚〃〃ｉ承 zIZノ

〃‘'１〃！／UZm’四ﾜノα〃ZI‘

５／’７"‘必,‘〃；Ｚ／〃''1夕ｸIｸク

※食雪率)こついて|さ朝鮮ﾌﾟK試（／７３７）爪平均殻長乎ＩＷＭ'の牡&妨乞年圃zLc和

檎食すると報告している。章君等の調査では、義／|ｚ見られる如く調査当曰の

食害員数とヒトデ数は略々一致する。これらのＳ葵の平均廷こればヒトデユダ

掴．食望員数ａ４個となる。故に／白／個食雪すると仮定した。

（５１）



權呉では２ケ鉛減、ヨ/オフ三種貝ではﾖﾖﾂﾑ織乞示している。まだ二肥らの

平均か拓掻度では、アサリ潅貝はｲﾉｚ減、ハマグリ謹皇は|ま型､蕊化なくシ

オフ堯准員は怜減となっている。

即ち調査期ＩｆＭ汀～６月に亘っているが、羽田洲'〔おけつ．アサリ・シオ

フ蚤'さ－ﾉﾘis、塵,同期|こ入っているので．梢早期}乙矢する爪、一応ｚ７年震と

比較し得ると權乏＝ねる.ハマグリは産卵期に達Ｕていないので比較出来な
いと着える．アサリ陛貝の平均介桁碕慶はｚ７年度の化鍬となり、シフrフ

天穫員では〃&減となっている。これらは今後の精ＤＭ､調蜜を'〕b夢とするバ

ァサリ、シオフス等の母貝の食誓により生じた資源の激クポ本葬書期の淫

卵箪'て｣iiiZ饗し“ひいてば護貝の発生廷Jﾉ､な小らしめだと佳定芝忙ろのではＺｎ

＃､ろうか。今後情蟹江調査を行いたい。

(iii）魚類1て及ぼし燦う響

（ィ）アナゴ延鐘の枝雲

ヒトアポ各堕延鍔類業の釦fiI1料に収篝して波霞を及ぼすこと'よ報鉾７K誠（

／７３７）が既'て指潤している。また．木下（／デ抑）は化落蔓1隻(火湾では辿

鑓の鈎餌料|乙吸篭するのを利用して蕊戦後より進鍵価|乙餌乏つけるここ将、

中風鐘の撚りに胴鰊茎決みこ,しで混陞'て斑づめヒトデを浦樗する方法状ある

ここを報雷(ﾉた゜或いはまだ重鎮を対象とした進滝濾業'て当ってヒトデの群

涛湯前を三けて授鍾するここボ※化違道において実施されている爪これと同

様なことポヒトデ､の譜生により索束湾でもアナゴ】迄舅業者同|乙行われている
のを覇ぃだ。そして昭和ｚ庁年／／円末より延鎗演業着水釣使したアナゴボ
ヒトヂに食署きれて蓬し＜濁呂価値乏碆している。この郡な聿実をより明'１

｜こするため'て本調蜜乞行った，

調査F1曰は才／回、Ｚ７年ＳＦ１万口、非Ｚ回早月／ダ曰で、擬真は、ア

ナゴ塗鑓辛Ｚ鉢、〈／鉢釣針数／ダク卒、憂さ／ヴク〃鑓計ムヲクグ本）
’て餌料として温濱サンマの切身毒使用した…調査区域は羽田沖小ら湾中央に

亘り釣獲菫ねた主雲霞類Ｉ式アナゴＡ`〃>cｸiﾌﾞ仇“んα<zZz2Mg2〃ﾌﾞzt）
7'趾と必Z,ｸZ〃ＺｃＺＢＬ三E人郎（淫/嘗i芝‘

でi菫小にアガハゼ り

灯だ。また、ヌタヴナ菱Ｅﾌｸzzzﾌﾙﾉzz`イルテz/@匹（ｅＭｑＤ〕も／尾蛍規
０だ。ヒトテ類では、ヒトデＡｄﾉ左/しくぁz’ご川２列,z`〔/しeｸzJとびＬＬＺ７邑乙/'z,が主で、

-....---.－－…－－．■-…－．.－－．－．－－．－－……..…･･･-~･･－．－…,D-co--～…･~－．．…････……------.--…･･一｡｡…-..-吟一････－－■－－－－－－．－－－０ケ－－．.…一･－-.-.･ｏ－－Ｃ－－－ｃ－－－－－－－－Ｃ－.･－．４－－－－．－－－－－。￣

より御教示を得だ．

（５４）
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７年と本年どの比較は

分市面積並びに分布醤震
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Ｚヲ年度における、アサリ涯貝の分布率は字２％鍼を示し
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う問題である。冬季画千浮上埒深部1乙おいて員鎮、魚類にたくましい貧賞櫨

りを鶏津し彼書廷与えていたが、早月1乙入って急激に蔵少しだ。て。て蓬９１

期は終り・浅所のヒトデは沖合に移動した。沖合では．トリプブイ、アカガイ

を全くといって農いほど、食雪の煩同が見られず．胃中には微小な巻貝埒、

讃の軟弱な、ツーヨノハナガイのみで括る。本璽が産卵前の生理釣零束によっ
て．貧賞櫨りを発観し、プk温の言まる'て従って深罰に移動した華は本建永、

二|上方系ヒトヂ､で、且．高温|乙吋する、生理飼障書求あるのではながらうかと
冨われる。今後の調童（灼雲であろう，

(ロ）釘獲黛のヒトデによる会雪部位

３月守己釣祷ニオ２だ黛鎮中波書を受ピマアナゴ今、個体､アカハゼ／Ｊ週
（56）
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；
夕い,』齪懲蝿駆獺舗承■参＜、ついで尾部、背部の順'てなっている。こう：

いた授葛をつけたちの鮴ﾎﾞ芒二なわれていないので軽症とした｡全埣ポロ|；
色臓憩っても生年している鰯合蔽おるボ、霧＜は市場に出嵩これる道1ては霧

迩(｣て7Ｍ,商品luri瞳が失われている。重症の廷分中でばこうして暇遙芝れ雇

上息に内職パ蕊出しだもの瓶蒙も笏<まだ霞部亀錦零を消化し変砲し窺畿

将脅凧菅椎菅の一部が露出し丘も'Ｗ、霞'て尾部差損失してしまう場合雑

全津蔽全く蕊形してての霞痩逐判:'しかねる湯合が括る。この様な場合は築

く|圭乾妬している。アガハゼの場合も多くは同様で腹舗及びHi難iiの彼書を鍵

杉,多く霞げている。それら各魚類の貴書部位差示すと茨の表のとお○であ５１１

霧Ｚ、マアナゴの食雷捕也を丘学一三一一口｛士■Ｂ一」二一二詩一零口一覺口一尋一
）

し58）

夕■・已一占当ヨい】・羊「Ｐ。）日ご「やかい



仏またダヴナ莞／に1樺について波雪値Fih｢を調査し

之。

，汝署部位はお国の如く体を学部に分けて示し、ヒ

トデに襲わ;rZ吸着芝ねてE1資している芝けのものは

遥遥こし．棒の一部がどこなわれる場合は重症とし

て該／のとおり区分した。

マフナゴ121K型漠式図
一
興
編
１
１
魁
雪
’
’
１
‐
獅
隔
新
１
１
１
「
‐
郵
雪
…
ｉ
ｉ
「
‐
ｉ
騨
愼
！
》

②

、
「
丸滋／ 断「‐”…》１－》…鍬…ｉ｜綱…「…｜》ｉ錦一毛一》…１－羽…鯛１一読鱈》》辞》》

『（蟷鞠■（熟⑪

》》
（
鼠
…
Ｉ
ｉ
ｉ
論
当
…
！
…
ｉ
…
…
灘
禰
必
瓜
率
…
！
…
；
…

●
〃
。
・
０
■
０
・
日
０
凸
ｓ
０
０
０
〃
０
０
．
０
０
●
も
０
Ｖ
△
ひ
６
夕
●
Ｄ
●
□
●
、
■
０
｜
●
Ｉ
Ｄ
６
，
０
０
●
０
－
，
℃
・
０
０
●
■
▲
□
●
９
、
、
０
■
■
▲
■
●
ロ
ー
■
０
■
Ｆ
０
Ｌ
０
０
９
●
▲
０
０
０
□
↑
Ｑ
●
■
０
．
０
０
０
●
０
ｒ
、
０
‐
！
０
０
０
●
二
Ｊ
０
０
▽
０
●
、
９
０
．
０
Ｏ
ｂ
●
０
●
Ｐ
●
６
０
１
夕
Ｐ
Ｉ
０
Ｕ
０
）
。
●
０
０
－
●
□
・
０
Ｄ
●

●■

１
１

11

狐
頚
…
！
「
！
…
！
‐
！
！
…
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｌ
》
γ
鰔
一

1１



一
作
鰍
一
一

一
体
部
一

（：‐口０。。：。。。；０・ｌｄｑ０；・８－。。。‐２０．，００。

》鯲謝一一
一・ｂ●Ｂ０６ｑＳ・▲・■’０・ＣＣＤ・◇●・甲。。。◆－４．ＳＯＧ。。；，‐

一
棚
舳
ツ

ー。。。：。？。》。．ｒ：：。。。。》８．０：：◇。．
》
瓠
一
召
当

》
》
一

一
尾
》
円
》
一

一
》
》
▲

一
部
》
窟
一
十

一ｗ・・・。・・’０．・ロ一・・・’４．％一

》
鰻
一
Ａ
一
一

坪・ＤＣ■ｂ・Ｏ９Ｄｐか。一・、。・・・６㎡０．０・Ｐ一・、ＧＣＣ・ＤＣ・

一
鋪
》
Ｂ
竺

卯
湾
》
．
割
》
一

・一・：：．。。｝ｑ・・ィ０．．０００‐。。｛０９．０．７．？．．
』
熟
一
己
空

》
讃
一
一
八
二

》
宴
琵
》
机》
ｆ

》
ノ
》

｛
〃

軽
熾
二
・
一 一一口三二塁

一伽繍一十一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
十

一鰡鰍世一
ｍ’：。。：！・・。。；ＣＩｊｆ，◇：。。・・・一・ｒｏ０Ｉ００Ｔ。，・・０－

－
噸
出
一
忌

露“！…一

一繩一剛一一
一
鋪
一
ｓ

｜
『

庁証葎》・型一 》
膜
一
Ａ
一
十
一

》鮴一…暁：一…「一
一一。。…．９．．・ど・ドゴー。。。……１１－

－
一

己・三一万一Ｆ一Ｆ「一転一Ｆ一Ｗ厩宙一トー川三脚－１－舂一群Ｉ裸ｉ》 一〃一

ひ

〃

摘要△八
卜．」園ろｒ

ｊＺ）ヒトデ､の形態並び'て生態'て関する二．三の観察'てついて述べだ。

ｆ）迄鰯(」だヒトデ群㈹脆夏観囲は／グー／Ｚ６ﾙｸＭで正教は６ｏ～ゲタ〃z〃

父

‘し）渠議したヒトデ群の腱長範囲は／グー／Ｚ。'ｸＭで正教は６０～〃"ＺＵＩ，ｚの

単純な鐘或であって、これは一今群とぎえられる”ヒトデの来霞Iさ建網前の

索瞬移動で息ある。来襲時期の成蓑|或僅がし小認められなめ１つ左永・ヨ目より

罐ヒトデ荻出現しその成長は薯曰／ク"Ｍ２で早いものでは半年lzdrグー〃郷

に成覆Ｕだ。

ご）ヒトデの寵震と体重との1美､系は塵瓠打蠅にはＷ＝グ〃クク／ラムｚ１Ｊ汀で産卵
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鎖両阿…………州込瞥■Ｍ…剛は,胸,,i１
．筵してノミ／斤坪、／フジ,ｼﾞ石で識計る／ヲハブ三に達する。 ；

ｸﾞ）ﾋﾄﾃﾞﾂｬアサリ、シオバ、ハマグリ等の編に与え危按雲により今脅lii
臓員牝霊ＥＬｚ７坪慶に上上(バラ、フヅサリ吻裁ｊオフ莞〃`蔵乙践さ：
量妃ろ．

ｐ〉ヒトデ紙アナゴ延滝に与之る按薑は深鋤では／／月!z始まり学'三i中旬'(１
，蕊っている。波雪盛期（三Ｆ|上旬）のヒトデの釣穫数は総針教rの卓/・W61(；

達している，Ｍ)も鈎欝されだブナゴハル7ﾃﾞｲは食雪乞う'十鐘しべ箇品価蟻
董竺下している。

多）露淺薫のヒトデによる食雪部i]XはｉＭ菰半藪に藷＜、腹部、鎮郭．尾部､Ｉ

肯鯏のW頁である。擾定の場合は|本芭叙日舞し体裁面の浩髭が､なくな０、難

の鏑合･ぱ、内職輝脅浴衣露出きれ、体の－苔跡墳失する琴、原形堂だも左HMI

ぃ位麦僻している。

〆 献

／）大島ム／７３４練皮勧物‘若涜講座（、生物学）

ｚ）林夏二、／７，汀・ヒトデルヱ2,2<zzd‘z,"z`毛/２２`’zJjoL`zzｳﾗﾄﾞ22〃の鐸剖、勤擁

学L潅誌’４７（〃‘）

罰)朝…狩水塵試鯛,川養彊…鵬朝鮮鑓嚇<蔓試繩ｉ
洋報，ヲ（３）

午）井上髭平冶、／７今０ヒトデこてのH':lr形,、採集と飼菅几三（ヲ）
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び早霞のグモヒトデの観禦，白木勃物学彙報，ｚ３（卓）

了）木下麓一朝、／ラヴ／、北海道浅湧増遁書赦生物潟．水運科学叢書，／(7)ゼ

ヲ）田ﾈ・ifIE‘舅士昭．／ヲ｡~苓上・ヒトデの餃住、上水鉱月報，／／（３）

/の猶野峻．椙貫順一郎、浜田風孑、壬河i萱舟惠．／ヲ6Ｍ軒ヒトデの生態にﾌ：

いて．昭和ｚヲ年度、日本農学大会水産部会（ロ本水運学会年会）講演霧
；

宮。
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篝期は|/1/＝`Ｍノグク／６ムニ3ｚであった．

〃ヒトデは満／廷で成熟し、寿命はヱーヲ年と娃星芝札ろ。

ｅ）臓形ヒトデの出現率は調査但数／６?ご園|z対してＦｚｲ|ゴ（ダ”）遂示し、

艇定数の少ないｲﾛ捧程少なくなっているので、再生能力は舵足数の多いモルの

程容易である涼で猫ろ。

チ）産卵期．生殖巣の熱度は地域によって異なる。生鐘蒙の発育は乙月には熟
しており３自炊､景嵐で４月以降は鑿錨する。叙|こ達9N類はヱヘユ戸で盛期は

、ヲ目匹潅進二ねる。

７）鯛、衣熱卵は閂形または篭円形である。凛円ﾘﾛの孤塁はαに仰～α/灯…
（平ｆ５Ｗｉハタヴ学"z"z）であった。

え）生物学飼最,卜膨は腕攪３６A'z"２であった，

ｆ）陛比．産卵鍋における性比は早三？／|□合ａ６ｚｌ□で／：／､ｚ４でおつ亀

/）蓬鯏期のう|<遇は６３～／ユヲ'０１，比望はｚａ４ｦ～／`２７であつだ。
急）移動と７K温との関簾は／／耳上司．水湿／６．０、上上塾ｚαクワ以上で、曽

藺(1て来襲し峯弓上罰,1〈猛／‘｡c１以上、比篁／７．クグ以下で深部へ移動した。

この同、猛烈な貧賞と蓮，Hを行ったので／６｡ご以下の修温／ラクク以上の葛

織が最適で、それ以上の葛温．また、それ以下の修鰄では麹パガは弱い採で

ある。

ど）ヒトデの体腔中に気捧ボあって津瀞して移動する新知見を得た。このこ廷

は、ヒトデの従来の習慣上．全く予期しないことでありヒトデの生態上特

記すべ差ごとである。

〃ヒトデ．ズナヒトデ、モミヂガイの冑内容物から寿票乞れる餐性は逐鐸動

物と譜醤な関漂ポあり瘻亀場によって翼[/≦。特'て食餌'て対する選択性はな

い様であるポ寶腔内に発見芝妃たちのは幼員丈つ微ﾉＭｉ貝趨（二旗貝巻貝

角員）伏最ね恐く魚類、Ｅｐ殼類、零脚類、蛇尾類､疎皮類．海鞘醤．多毛

類、砂、泌釣針等の多痩に豆る。また膏空の弓;'|笈化|さｚへ午月ではダダ

へ６７％、が弓～７F|で|さ肋ﾍｦﾀ先と増加しﾌﾟ|<温の上昇と共に胃壁率決

潜加していろ。

/z）胃内遇物中の呉類の出現頻慶乙蟄雪琶うけ乞員類のそれとは“ずしも－頚

しない。念書室ね彪主萎貝類は／Ｚ塵に達しアサリ、イソシジミ．ハマグ

リボ最も霧く、これらの最大殻夏はアサ'川７７〃z〃・イ､ルジミブ今,ヲ輝姥

ハマグリフヨ,ヲ〃妃である。羽田の食雪員数は／〃、義,1、４灯として被害面

（６１）



Ｂヒトデの利用に田する研究

王Ⅱ|大学薑学部農芸化学鯉

多田靖次中山大樹

Ｌ篭＝
昭和ｚ了卸～２７年|てわだって東東湾一箒に異状|ｚ大桑しだヒトデは、芒広

原因等'て関して|さ末芝判明していないが、沿岸の貞類逢糞食し貝類榮蓄に甚六

怠被善を与え、その駆除には叢書も(〈窪当蜀も苦慮した。現在〈７月へ７月）

は’K温、比髪の関係からか深部|ｚ移動し上とは云え．東京都ﾌK窪試鏡場の調童

｜乙よると水深／ク脱肛のiﾖﾉＴｌと鶴息しており今後の湧況の肢)兄'てよって|さ颪藁

衆壌の冠､糊､あることである。駆除'てよって礫質したヒトデは、数万賞'て上り

璃散しての異臭も沿岸の憐設を増しだ．

本研究着等は駆除（現正迄、芝奴駆除には浦集し陸上'て桑てる他はない）１て

より集めたヒトデ産伺等か揖効的に利寵しこれ'こ多少とも経済餌価値を生毯し

めること)てよって駆除ＩＣ伴う窪>斉的男ｲｶ的．時画鈎輿坦を軽鐡(ﾉ更に逢んさ

はプラスにして薇邑転じて癌と_なす方法を研免し'だ錨系、予鰭的実験ではおる

級蔓埒の成鏡を収めだ。これの活FFl'てより（更に今後の研究に疾つ討芒多いが）

ヒトデの素るべ差繊に際してＭ岸の真鰯集鐵乙とって〃また閏鮎萄
，てとっても蕊を軽激し実に進んではｒヒト千.えの期待」1Ｃ変え得ねIdf幸いで

ある。

２研究の対象及び巳的

捕獲陸上,ずしＥヒトデの利用として現正光海道地方でごねぎ乾燥して肥料用

としている伏渠東電沿岸に来襲する場合の如くその数荻圧筐'的に多い上'て貝

鎮えの液書を食い止め愚ため'乙差わめて短期向に浦集せねばならぬこと、遇

岸の人口,念蟹で、平薗に松,ずて乾す二匹に鍵美が温り、まだ７'<上'ずしたヒトデ

は極めて腐敗し易く、煮沸して乾潔すれ'ざよい求、燃料等の葵で採算は如何

小そのうえヒトデはガラ（主戒介は茨酸石灰）が大邦童凸めるため全体童其

ｐ§(肥掛,こしても案外、窒素の書,,台,ざ,し､＜（て義）炭酸）E↑灰の他'て特殊な肥効で

も見出三j,zぬ限り、切論一利用法ではある（どの湯会あまり当を得たものでは

ないz愚う゜ヒトデの或介については東海区水菱研究所、当教室零の介杭藷果
（６４）



～－

１１０１．委托試験成績。

Ａﾋﾄﾃﾞの含戸窒素bii分について(予輻）

遅済局農産課肥料班

護喜：

ヒトデの肥料価獲についての検討を試孟だ。現甦までの結果を報舌する。
識豊浦科及び方法

票京都丙>薯において駆除に叢'てより漁獲されたものをその曰のうち1と待ち|罵

り熱湯1て／◎分風浸しその眉室内にて風乾して粉砕しｗｚ"z〃旨の騎逐全

通したものについて肥料埜乏分煎法'てより窒素含量を灘還しだ．

錯票及び考察

従求肥料用として便用さ〃ているヒトデ粉末|とついで多くの介林鐺累は、

､ｦ‘塔へ４夕必で凝るが`盈今鯛の調査試料による分飾請果は．下記のとおり
である。

／，

フ

ロー｝

,）、
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１鉢Hｷﾞｻﾘ麹伊1翰綴蝿釦1鵜赫留Ｍｉ躯の舗鏡(鋤(蝋徽溌懲；
－…-………－－－…一十……一蔭一………－－…－…－－.……チーーー…･－………－－－－……－－－………-…

1噸ﾛz伽Ｈ４Ｈｉ”６ｉ ラフ１／？／ｉ６ｄｗｉ／β／１

１－丁一ｊｌＩｌｒ筋互…１－…言7ろ￣;－７芝Ｚｉｉ－ｉ－－ﾌ三苫一ﾄﾞｰｰｰjiZiZ;￣;－－ﾌZ秀一i１
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上議によると窒素成分の多いこと公注目されるボ、産卵期に当っていた（

蓮卵期ｚ～相）だめ|と生瞳菓の影響)てようものと推足きれる求、栽料が僅

少のためと識査期向ｊぐ短かかっただめ'て一織)て判定することは許これないの

で詳細については今石の調査鎧果1てより穀害する。

〔６３）



今回は主として噸試鱗'てつ側､砒雲Ｍについて醗酵法'ｚよる鰄保；
存試績'て好鐺果を得てい量飛（多凪叫]山、護達加工J支術研究会誌/・が似)；

分類上についても戒分の_ﾋｶ)らも特異なヒトデで成功する小雪かは実験藷果蕊

また粗ばならず．また援のま△処理してよＭｋ嬢>＋してから珂理すべ芝仇：
或は塩辛の場合の如く内織の勘を滴出使用せねばならない/Ｍいうことは本法；

の大規模実施に当って菫雲なファクターとなるのでこれらのごとき検討した｡Ｆｉ
即ち生のま､噸せぬヒトデハzこ"乃露)て細切したもの､磨砕したも、！

舗市で紋つだもの、ｔ710開いて生農業の認を敗り出し尼もの同じく富譲の誘

塞取り出したち)のの各々ｚグロー３〃ＦＭ二『`形の割に灯地震鱈製糖密を加え；

て錬勵合し．/Lﾌﾟ斑'ててｐＨを式αに調製し、本試験のだめ．特に調製した乳Z鞍〕511ド

藁、乳酸揮蜜Ｌｚ拠z>LL!`;z`”２，及び蕊岳の混合堵譲漉童／〃妬添加し、ｚＪ･０１

の趨墨ｷﾞ,乙騨鐘して醗酵燃行わせ/こ･殻部乞験去cない実駆＜細川だもｊ
の）は二Ｍ並行して行い－方ばてのまＬ、一方は３日盾に掃布で織って妖叶：

琶分ぢ攻ｏこの部分の孜瓶に戻して醗酵を謎輸せしめだ。対照実験として纏潅

を加えないもの及び食塩を／ｄＭｹ割'て加えたものを置き、いずｵＺも精糖を加え：

Ｅもの乙同簾の塵菌を添加した。添加区は虜散は妨(デらね否炊、漫臭は除７Ｍ：

ず、繕麺琶添加し7Ｅ実験区'ておいては完全'て脱臭､、防腐作飼が行われた。護蝋

巻最机から分寓しても、訶老の場合同蒙、製畠の襄変を防ぐこと（できる。ｉｆ

曰
二，

狸臓pH|黒｛菌|腱|褒準Hi爵 遅｛爵1DU1熟篭
等ＩＦ己｜昊今ｉ兵吟Ｉ卜屡

連，〈ｐＺ栂

鰹;iＫＵｍ

雪箪 6`、

濯鉛

Ｅｌ后

鰹漏盾フ、

ＺＬＳ７Ｅプ、

’雷曙 リ

矼陰ヨＥ■

(６６）
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を鎌台(ﾉて勿論時期'てより差|まあ否永大】略．下表の範囲と亀泊れる。

至ら［索醤区ﾌ|〈研の研究によればヒトデ申lこピダミンａｚ逢柤当多量含有す
ろと云わす２，本'研晃老等はこれらの笑よりヒトデの動物性蛋白虞．ビタミン等
の有効戒分を活用(ﾉてこ泥の飼料化を試汲ご方針の下lこ研兇を進めた。

ａ研究の大要と考察

zlsn師児看等はヒトデに霊手する以前より魚ｲﾄ類蕊蘂甥よ０，動物蛋白性飼料
の製造研児に従事して居り（特許出願中）その特殊なケースとしﾉてヒトデを渡
ったものである。箪曹等の方法を擬略すれば、採集したヒトデを密室（実際上
は木震で訂）iてＭzこれ｝て縄虐を加え２５の微生物を無樫して醗酵せしめ、
この醗酵)てより遷易に介鶏出乗る。この深油脂類ボ浮薄する時は別'て分寓し、
がくして童白、脂肪及び二れらの分解物、ビタミン、酸素等を含む．全流動刀it
分を其塚小またはこれを、ＷＪ、フズマ等の吸水性のある飼料原料と混合し
て、震(乾まだは、加温乾燥し粉砕して飼料となす方法であってこの方法によっ
てヒトデの璽夢成分は、加熱、煮沸流失'てよる損失なく全舗製畠厄な/)鰯』i隼
によって巽舅､の大部分は除かね飼料として十分なちの荻得られた。正罐な鋼〕lsI-
価値を出すため1ても今後勤靭栄養実蕊を是末行い尼１Ｍ､、ヒトデの全肴効成分
が損失なく飼料成分化し而も特異のヒトデ臭はなく、家墓、養鶏．養魚に十分
用いられる臭より飼料として十分価値高逹ものと潅測される｡

今后:|椀差大量を用いた実際に適した規模に近い雲頚製品の動物栄養美裳受
ぴご犯等'て伴って愚11漂料即ちdWi塚に用いる。繕虞原料の各璽混合吸水に明う否
凛料の各檀についてとb鋏吟味を夷施したくこれ'てよって最も擾斉的、j5i率的な
製造方式汲艘工されるべく且つｒヒトデ飼料」の算価永実証＝j､,天芙蓬変ｃて
天攝となすことが出来ると這う。

４実霧の部

東京都水産試験場の御好意|乙よ０３月／Ｚ曰'て羽田で）南察したちの受ぴその
右周試験場から届けられたちのく合計デノ`<;L）｜とつ差種々の実験を行つだポ、

（Ｒ）
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了

東京都内湾産ヒトデAjZiﾖﾙ(j`Mzz,z`ｂ'L〃`とﾑﾉiﾑﾙｸﾞz，｜ごついて

（東7K試出版物ＮＯ６７）Ｉ

q￣￣～●－－●●･●－－－－ナc￣￣●￣｡－－－●●弍必－●｡●■￣－－●●づの－－●●●●～●●￣■い●～●●●￣●●－－￣●P砧巳一一心－－ＣＯ￣●吋句～●￣■‐●●■０－￣●＝￣￣●●●Ｏ－Ｕ■①￣･咀々●●－－･￣￣－勺一●●●￣￣●－－●●■￣－－回…－－－Ｃｓ￣Ｗ勺●●￣Ｖ

東京湖7K産試験場

東京都大田区糀谷町５－’３４ｓ（74)○４ ７ｓ

１－…~………~….－………--……………………－－－…~－－－－．－．－－－…－－－－－…－－－…-…－……･…－－．．．－…－－－－．…一一･･…－V

l印刷前東京都大田区屋方町e'ら鈴木澄娃（
１．．－．－－－……...－.……･….……･－……･･･…･……－－｡～…･－…･……･….．－～･－°。…～……一・～･･－．．－……｡．…･－．．－－…･…････…一････…－－国０．－－－…－．．．－－－－－．.…････････－－．．－…･･■０．－口-.0.-････････－－－－？、

Ｐ
－￣、

且」

(ら．）



一鐘》
煙
い
１
１
慣
１
１
』

〃

ａ要旨

秦京湾'て実需発生しまた今石の蛋襲をも危倶きれている上|､デの工業的洞1用

として・これを独特の醗酵郷理法（特許幽頴中）により廉価［飼料化する研

売'て成功しての基礎的、実験記録を述べ今危う'鋪三大規鎮実際劇に行う実験の

基J楚とした。本法によりヒトデの全有効成分を加蕊、流失罫'てよる損失状全く
無くＴ且つ蕊鴎E'てよる脱臭と消化の作用'てより誓価蔓好な養魚、養鶏、義藷の
飼料となし得る葵を指.潤しだ。

本研莞lz当り御協力を増つた東京釦水運試験場、西坂忠雄．倉田洋二渋lifi)て
深謝する。
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図Ｉ浮淋すそヒトデ（水槽中）
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図Ｉ反転する胃

劇inﾋﾞ、ニーーニニS＝
函瞳圏忍

図【食害を受けたハマグリ
図Ⅲ［食害を受けたアナゴ・アカハゼ


